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第 1 号

◎第 1回例会 日 日寺

場 所

出席者

例会内容

1995年 11月 9日  午 後 6時 ～9時
エルシィ八王子 4階 ホール

会員 31名   ビ ジター (八王子南R,C)5名

司会 :立川会員
開会挨拶 :大野会長
来賀挨拶 :増田南R.C会長
出席南R.C会員の紹介、挨拶
プロバス賛歌発表
会食 ・歓談 (大道芸披露)
しり取り漫画と1分聞スピーチ
テーマ 『いま興味 ・関心を持っていること』

閉会挨拶 :藤野副会長

◎興味をお持ちかして見たいことの条約 (アンケート結果) 川貞イ対司

ハイキング 志茂 濱 野 藤 野 山 田 大 野 (幸)

岩岡 田 中 田 測

国内旅行 れ木 消 水 凹 法」 北原 石 井 平 原

森下 志 成 立 川
ゴルフ 志茂 濱 野 北 原 大 野 (聖)田 子

岩岡 加 藤 大 HJ

海外旅行 志成 立 川 北 原 対明〔 平,町水 在
早亭道 111子 梅 木 消 水

社交ダンス 森下 藤 野 梅 木 治 水 茶道 /1 lヽl丁

テニ ス 梅木 加 藤 写真 ■iチト 料 | ll卜F―

スキー 浜野 石 井 F4J芸 ||1子

登 山 藤野 石 井 森 庭いじり 石井 大 野 (幸)

食べ歩き 米田 盆栽 イi井 力|けilA

郷土史研究 基野 (聖)田 子 山 出 小 ‖F 性は1森 'F句 芯茂 大 野 (型) 加1藤 大 |||

史跡探訪 清水 桂  岡 田 出 測 北 原 出 子

大野 (聖)小 問F ttllVll 森

吟 詠 大型F(十 )IJ法 !

音楽鑑賞
・

．
′

． 近藤 汁|いrtlヤドi水

囲碁 近藤 大 里予(聖)判 京 加 藤 大 野 (幸) 美術鑑賞 一立 |llどF ′J Wヽj メ|1刊 | 1 1法」

将棋 田 子 慨隊||

手 品 大 野 (聖) 田測 骨硫品|・鑑賞 |||どF‐

カラオケ 茂

田

志

岡

下

中

森

田

藤野 粒 木 米 出 小 肢 ドライプ 杜

説 苫 森

◎幹事より

告禄骨そ暑と魯きを景置岳君電猛岳堂岳ず旨ざビ警番ふま
今後の皆様のご協力を切にお取いいたします。

こ
召&整鞠 嘉浸機孵 を協と靖義諄韮ぎ¥多色余牧り|,ご

利用くだ執

第 1回の会報を作って見ました。これからも毎月、
の中身とか、各委員会の活動状況、催し物のご案内、
ていきたいと思います。

皆様から会員にお伝えしたい情報や、クラプヘの提言などございましたら、どしどし事
務局までお申し越しください。

出席できなかった会員1句けに、″」会

会員通信脚などを盛り込んで発行 し
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】月け ま おわで とうごぜヽ`ます
③ 12月例会  日 時 1995年 12月 14日  12時 30分 ～14時 10分

場所 エ ルシィ八王子 4階 ホール

出席者  会 員27名   ビ ジター 4名 (八王子南 R.C)

内容 司 会 :立川例会委員長 今 月のテーマ 『組織づくり』について

大野会長の開会挨拶で開会。冒頭 「会員の委員会所属について、各自の希望を募つた結果研1多、地域奉仕の

両委員会に希望者が集中したため、やむなく過日の役員会におきまして別紙のように決めさせて頂きました。
ご希望に沿えない向きもおありかとは存じますが、今回の任期中はこの体制でお願いしたい」との発言があり了
承されました。

来賓増田八王子南ロータリークラブ会長のご挨拶の後、立川委員長の指導で 『プロバス賞歌』の歌帽練習が行
われました。

今例会では、各委員会毎にテーブルを別け、会食後各々の委員会が今後の委員会の持ち方や活動方針などを討
議し、各委員長が所属するメンバーを紹介しながら、その結果報告を行いました。

終了予定時刻が若千過ぎたところで藤野副委員長の閉会の辞をもって散会しました。
③各委員会の今後の活動についての打ち合わせ状況報告

☆例会委員会  毎 月の例には全員が出席してスムーズに運営されるよう、その準備、進行に委員みんなで努力
する。また、他の委員会と協調しながら例会の内容の充実を図る。

☆会員委員会  会 員の増強と会員相互の親8垂を深める企画をサポートする。当面会員増強の目標は適正な規模
として、例会において最低下人が一

回発言出来る範囲として 40名 程度 (Max.50名 )を 目指
したい。扇J委員長に大山委員を委嘱した。

★情報委員会  当 面、会員同上がお互いを知ることが肝要と考え、このための情報の提供、差し当たっては
アンケー トによって、共通の趣昧の集約を言十り、これをベースに話し合いのキッカケをつくる。

会員に役立つ'卜
言報の収集に努め、会報を発行して会員に伝達する。

☆研修委員会  活 動内容については現在検討中。委員長私案としては、1)用 例会での会員による卓話。2)

地域の文化 歴ヽ史 。芸能等についての会員講師主導による見学、鑑賞会等の実施。3)同 業種、
同職種の会員によるフオーラム。4)趣 昧グループ活動の活性化。5)会 員の専門知識 ・経験を
活用しての相互扶助等を中心に研修活動を展開することを提案。

★地域奉仕委員会  メ ンバーの欠席が多く、十分な討議を行うことができず次回以降に持ち越しとなったが、委
員長私案として、1)研修委員会と連携をもちながら会員以外も対象にした行動計画の作成。2)

当面ダンスバーティー等を実施して収益を上げ、有効利用を図る。3)委 員会内に野国会員を中
心とした地域史研究グループをつくり、幅広く参加を呼びかける。4)校 長経験者に依頼して教
育問題に取り組む。

0催 し物

ナレバノン大使サミエル .シヤンマ氏の講演 (八王子南ロータリークラブ例会において)

日  時  1月 17日 |ボ 12時 30分 ～

場  所  エ ルシイ八王子
会  費  3,000円 (ロータリークラブれいかいに参加、昼食付)

中し込み 1月 例会の際事務局ヘ

☆八王子南ロータリークラブ倉J立10周 年のつどい (当クラブの披露が行われます)
に1  時  2月 7目 的  15時 30分 受け付け開始

場  所  京 王プラザホテル八王子宴会場 4F'5F
会  費  無 料 (八王子南ロータリークラブからの招待)

☆囲碁教室  八 王子南ロータリークラブが行う女流棋士の指導による教室

日  時  2月 14日 は  13時 30分 ～

場  所  エ ルシイガ、王子

会  費  3,000円

申にッ込み 参 加希望者は大野会長までご連絡ください。(電話 248110)

0出 版物
会員小町和義さん著 『数寄屋の実】☆一番匠設計の 30年 一』が住宅建築別冊 ・42と して出版されました。
関心をお持ちの方は事務局まで。

0お 願い

毎月の例会には常にご出席ください。己むを得ず欠席される場合は化ならず事務局へ事前にご連絡願います。
『プロバス賛歌』のカセットができました。ご入用の方は事務局まで。

一
個 100円 で頒布。

+02月 例会のご案内
2月 は7日

t八
王子南ロータリークラブ倉J立10周年のつどい

｀
の中でプロバスクラブの披露が行われます。そ

の関係で、2月 例会を一
週間繰り上げて2月 1日 (本)に 開催の予定ですが、後日改めてご連絡敦Lノます。

じ て
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① l月 伊」会報告

日時 1996年 1月 11日  午 後 5時 ～8時

場 所   富 士森会館 3階 宴会場

出席者  会 員 31名   ビ ジター 3名 (八王子南 R.C.会 員)

内容 今 回の例会は新年会を兼ねて行われたため、会員委員会が当番となって取 り仕切った。

濱野会員委員長の司会で大野会長、増田RC会 長の夫々年頭の挨拶で始まり、桂幹事より

1)2月 例会の開催日を繰 り上げて2月 1日 に変更する。

2)2月 7国 に八王子南ロータリークラブ 略J立10周 年のつどいJで 八王子プロバスクラブの設立披露が

行われるので会員全員の参加をお願いしたい。

3)プ ロバスクラブのバッジ図案とプロバス旗の紹介。

4)地 域奉仕活動の一
環として生涯学習講座の開催についての大野会長の私案を提案。(概要については

当日配布した別紙を参照してください。)

などの報告がなされた。

次いで北原情報委員長から会報について説明があり議事を終了し、RC会 員の増田氏の発声で草を杯、宴会

に移行した。

約 2時 間、会員相互の和やかな歓談とビンゴゲームを楽しみながらの宴会で、会を重ねたせいか会員間に

も知己が出来て盛 り上がった雰囲気に終始した。

宴たけなわとなったが、予定した時間も過ぎたため藤野副会長の閉会の辞と一
本絞めで午後 8時 、滞りな

く散会した。

0今 後の予定

★八王子南ロータリークラブ講演会

日  時  2月 21日内 午 後 6時 ～

場  所  エ ルシイ八王子

講  師  日 本テレビ政治部長 菱 山郁朗氏

会  費  3,000円 (食事付)

申し込み 聴 講希望の方は 2月 15日 までに葉書で事務局まで申し込んでください。

★囲碁教室 八 王子南ロータリークラブが行う女流棋士の指導による教室に参加できます。

日  時  2月 14日 的  13時 30分 ～

場  所  エ ルシイ八王子

会  費  3,000円

申し込み 参 加希望者は大野会長までご連絡ください。(電話 24-8110)

0次 回の例会

3月 例会は3月 14国 内、場所、時刻はいつもの通りです、全員の出席を希望します。やむなく欠席される方は、

必ず事前にご連絡下さい。

O会 報の充実についての提案 (北原 ・桂)

プロバスクラブ紙の紙面で会員のプロフイールの紹介をしては如何かと思い提案いたします。

これまで機会がある都度自己紹介などの形で、皆様の過去、現在についてのお話しを伺ってまいりましたが、

時間などの関係で十分にお考えを伺うことができませんでした。

今、こうして同じI里想をもって結集した皆さんのお互いの人柄などをもっとよく知り合い、理解を深めること

は、これからの活動にも役立つ有意義なことと考えます。

やって見たいこと、趣味のこと、家族のこと、楽しかったこと、腹の立ったこと等々、内容、形式にはこだわ

りませんので、是非事務局までお届けください。また、状況によっては面接取材をさせて頂いても結構です。

大野会長のご意見では 50音 |‖東に掲載してはどうか、ということでした。
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G2月 例会報告

回 時  1996年 2月 1日 内 12時 80分 ～ 14時 05分

場 所  エ ルシイ八王子 3F会 議笙

出席者 会 員 27名  ビ ジター 2名 (RC会 員 杉1lJ氏、酢屋氏)

内 容   立 川例会委員長の司会で開会、大野会長の挨拶の後、八王子南ロータリークラブ10周 年記念行事に

ついて説明がなされ会食 となる。

会食後議事に入り桂幹事から2月 7日 のRC10周 年記念例会に於いて八王子プロバスクラブの設立

披露が行われることに関し、出席の確認、集合時間、座席の確認、紹介の方法、記念品の授受者などの

抱ち合わせがなされた。次いて森下地域奉仕委員長から史跡散歩計lLbi案(4月 11日 い、マイクロバス

を利用して八王子の史跡めぐり、4月 例会の代替)の 提案があり実施の方向で了承された。

また、田子研1参委員長から生涯学習プログラム推進計画案について説明がなされ、基本的に会員の承

諾を得た。実施の時期 ・場所 '方法等につき具体案をもって検討を進めて行きたい旨発言があった。尚、

会員全員が参加するよう『お話し頂ける項日』『お手伝いいただける部門』につき調査の要請がなさた。

各委員会の現状についてそれぞれの委員長からの報告があった後、全員で『プロバス賛歌』を斎唱し、

藤野副会長の閉会の挨拶で終了ぐ

0東 京八王子プロバスクラブ設立披露

八王子南ロータ リークラプ倉J立 10周 年記念行事の一
環として執り行われた。

日 時  1996年 2月 7日 は 16時 30分 ～ 17時 30分

場 所  京 王プラザホテル八王子 5F翔 ]工の間

内 容   八 王子南ロータリークラブ10周 年式典、記念例会の挨拶の中で増国会長、杉山委員長からプロバス

クラブの設立について言及され、大野会長が登壇して東京八王子プロバスクラプの発足を賞言、挨拶が

なされた。

次いで大野会長から出席会真を一
人ずつ紹介し、RCか らプロバスクラブのバッジとクラブ旗の贈呈

を受けて設立披蕗は無事終了した。

引き続き会員は第 2部 のアトラクション、第 3部 の祝宴、懇親バーティーに招待され、贈られたばか

りのバッジを胸につけてロータリーメンバー、米賓などと歓談のひとときを過ごした。

顧みれば昨年 10月 18日 に倉J立総会をもって産声を上げ、以来数回の例会を経て今回ここにチャー

ターメンバー33名 で、クラブの存在を内外に示したことになる。従ってこれからは 『高齢者が生き生

きと活動できる場』としての当クラブを、その設立趣意に基づいて確かなものに育て上げて行く気慨を

持って、皆で遇進しようではありませんか。

0会 費の振込について

96年 4月 ～ 6月 の会費 (9,000円 )は お手元にお配 りした郵便振替払込用紙で、なるべく早めに最寄りの

郵便局から払い込んでください。(振込手数準|は要りません。)

0次 回4月 例会 (11国 内)は 八王子史跡めぐりです。別添の資料をご覧ください。

0今 後の予定

★八王子南ロータ リークラブ主催八王子4ク ラブ合同講演会

回 時  4月 10日 倣 午後 4時 30分 より受け付け

場 所  エ ルシイ八王子 4F

講 師  テ レビ朝ロニュース ステーション キヤスター和田 俊氏

会 費  3,000円

★八王子南ロータリークラブ囲碁教室 (女流棋士稲葉禄子氏が指導します。)

日 時  ● 3月 27日 前 /● 4月 10日 帆 午後 1時 30分 ～

場 所  エ ルシイ八王子

会 費  各 口につき 3.000円 (参加希望者は大野会長まで)
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◎臨時総会並びに3月 例会報告

日 日む 1996年 3月 14国 内 12時 30分 ～ 14時 00分

場 所  エ ルシイ八王子 3F会 議室

出席者 会 員 28名  ビ ジター RC会 長 増 田禎司氏)

★臨時総会 大 野会長議長となり下記事項につき審議

内 容  理 事 1名退任に伴う新理事選出と会計監査 1名 欠員の補充選任の件

この度、森下理事が健康上の理由によって理事退任の申出があり、これを受けて森下理事の所属する地

域奉仕委員会の中から野口会員を新たに理事・地域奉仕委員長として推挙したい旨議長から提案があり、

満場
一致で可決、続いて会計監査の任にあった山国会員が一

身上の都合で退会されることになり、その

後任として理事を退いた森下会員に新たに会計監査をお願いしたいとの提案がなされ、本件も満場
一致

で可決された。

尚、今回の臨時総会は理事の選出は総会の議決を要するとの会則第12条の規定に基づき開催されたも

ので、出席人数も28名 と定足数を充たしている。

★3月 伊J会報告

内 容  立 川例会委員長の司会で総会に引き続き開催。

増田八:こ子南ロータリークラブ会長の挨拶の後、各委員会報告があり、特に田子研修委員長から4月 11

日の史跡めぐりのスケジュール等の概要について説明がなされた。

次いでその史跡めぐりでレクチヤーをしていただく野国会員より各史跡の見学ポイントの概略について

お話しいただき、大変参考になった。

③会費の振込について

96年 4月 ～6月 の会費 (9,000円 )は 既に大多数の会員から納入されましたが、未納の方はお手元にお配

りした郵便振替払込用紙で、なるべく早めに最寄りの郵便局から払い込んでください。

③次回5月 例会は5月 9日 い の予定です。

◎今後の予定

★八王子西ロータリークラブ倉J立30周 年のつどいが開催されます。なるべく多くの会員の参加を希望します。

今年度テーマ

『次世代へ残そう、豊かな自然』

会 場  い ちょうホール

日 時  6月 7日 0 受 イ寸午後 2時～ 2時 50分

第 1部 記 念式典 午 後 3時～ 4時

第2部 記 念講演 「私の経営所感」

講師 111本卓長氏 (富士通会長)
― 会 場 移 動

エルシイ八王子 4F

午後 5時 30分 ～ 7時

ア トラクシヨン

八王子フイルハーモニー管弦楽団弦楽部

ソプラノ歌手 田 中三佐代

⑥八王子南ロータリークラブ囲碁教室 (女流棋士稲菜様子氏が指導します。)

日 時  5月 8日 (水)午 後 1時 30分 ～

場 所  エ ルシイ八王子

会 費  3,000円

申 込  大 野会長まで

場

宴

（
ム
　畑
”
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◎4月 例会報告 (移動例会)

日 時  1996年 4月 11日 四  8時 30分 ～ 17時 00分

場 所  八 王子の史跡めぐり

出席者 会 員 24名  ビ ジター RC首 藤氏)

内 容   今 月は初めての移動例会ということで、マイクロバスを借り切り八王子の史跡めぐりを行うこととし

た。生憎季節外れの寒気に見舞われ花冷えというか寒い一日に終始した。

早朝、出発場所 (エルシイ八王子)に小雨をついて集合、先き行きの天候を心配しながら定時にスタ
ートしたが、以後は曇り空ながらも傘をさすこともなく無事に日程を消化することが出来たことは誠

に幸いであった。

見学地  滝 山城跡～桂福寺 明ヽ化学校～車人形稽古場 (昼食)～ 八王子城跡ん宗関寺 (車中)～

信松院～広固寺

今回は地域奉仕委員長の野口正久先生に講師をお願いしたが、見学の現地はもとよリバスの車中でも

行く先々の史跡について詳細にまた懇切にレクチヤーをして頂いたので参加した皆さんが、身近にあり

ながらあまり知らなかった各史跡についての認識を深めることが出来たことと思う。また、前日の例会

時に先生から頂いた『八王子の史跡めぐり』の小冊子がこの度の見学会に大いに資するところがあった。

見学先の車人形の稽古場では、四代目家元西川古柳氏から車人形の歴史、人形の操り方などのお話し

をうかがい、さらに由緒ある広園寺では丹羽老師から寺の由来を主とした興味深い法話を拝聴するなど

本当に有意義な一日を過ごすことが出来た。

ただ、藤野副会長が御母堂のご葬儀のため止むを得ず参加されなかったことは心残りのことであった

が、今回の企画から実行まで大野会長、園子研修委員長、森下前地域奉仕委員長、新地域奉仕委員長野

口先生には大変なお骨折りを頂いたことについて改めて心から感謝の意を表したいと思う。最後に参加

した全会員がこの行事に大満足で、次回の企画に期待すると云う声があったことを付記しておく。

③新入会員のご紹介

今月の例会から次の3名 の方が入会されることになりました。

野末孝雄氏 (八王子市追分町 17-4 グ リーンバーク西八王子1102 電 話255554)

須田義次氏 (八王子市小門町616 電 話232480)

大高秀夫氏 (八王子市諏訪町21210 電 話516961)

◎八王子西ロータリークラブ倉J立30周 年記念環境チャリテイコンサート「八王子高校吹奏楽部 特 別演案会」

口 時  6月 1日  17時 30分 開場 18時 開演

場 所  い ちょうホール (大ホール)

入場料 無 料 入 場券を差し上げます。(ただし、満席のときは入場をお断りすることがあります。)

◎八王子フイルハーモニー管弦楽団定期演奏会のお知らせ

日 時  6月 2日 側 13時 30分 開場 14時 開演

場 所  い ちょうホール (大ホール)

曲 ロ  プ ラームス交響曲第3番 ほか

チェロ独奏 沼 尻邦夫

入場料 1,000円 (入場希望者は立川会員まで申し出てください。)

◎八王子南ロータリークラブ囲碁教窒 (女流模士稲葉禄子氏が指導します。)

国 時  6月 12日 (水)午 後 上靖30分 ～

場 所  エ ルシイ八王子

会 費  3,000円

申 込  大 野会長まで

◎次回の例会は6月 13国 内 です。
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05月 炉J会報告

日 時  1996年 5月 9日 (内  12日 子30分 ～ 1411守00分

場 所  エ ルシィ八王子 3F会 場

出席者 会 員 27名 +1名 (ビジター 1くC酢 屋氏)

内 容  立 川例会委員長の司会で定時に開会、大野会長の開会挨拶の後、新入会会貝4名 の紹介があり、北慨t

↑吉報委員長から先月の八王子史跡巡りの際のスナップ4写真が出来 |:がったので口1覧の 1二、布望者は備え付

けの用紙で申し込むよう案内があり、更にそのとき立ち布った車人形ノ、形の格占場で四代国家元内川「lfl現|

氏から車人形の話を伺ったが、10月 26日 に五代日襲名披財公演があるので、興味をお持ちの方は111め

に大野会長まで中し込むよう重ねて案内がなされた。(本件については別Iデtで評述)

会食、歓談の後先に紹介された4名 の新入会員からそれぞれ自己紹介があり、統いて各委員会の報?i

がなされた。

今障1の例会より会真の内から討は市を選び卓話形式でt,0分本軍度の持ち時||llでそれぞれのキャリアを4にか

した話をすることになったが、これは先に大撃j会長から提案のあった 「包:江E学習プログラム推進計Lllll(1を

取 り敢えず例会時に会員だけを対象に行うことから始めてみようと言うもので、第 1に|の今1咽は藤野劇会

長が 『オウムの行方』と題にノて堅苦しい法律の話を大変安易に興昧深く討波された。尚、次回は大野会長

の 『八王子昔むかし』についてや話を預く予定。

定刻になり柱幹事の閉会鉄拶をもってお開きとなった。

⑤新入会員のご紹介

前号に住所、電話番号は掲載しましたので、この子ではそれぞれのご経歴、ご趣味を紹介します。

現 役 時 の 主 な 経 歴

八王子市役所 建 設、都市言1画、下水各部長
道分商店会会長

東京 トヨタ自動車 (株)八 1圧子営業所長

9。15 日本フィルコン0取締役技術開発部長 常勤監合

0車 人形襲名披係公演

日 時  10月 26日 (土)

場 所  い ちょう本―ル

入場料 3,000円

∠li後6時 開演

( 0サマーコンサー トのご案内

出 浜  八 王子フイルハーモニー合幡lNll、管弦楽にJ弦楽部

日 口寺 7月 (〕日 (t) P村 サ易 ″「イ炎6H寺30ケ)  け 颯あ煮 どliイ及7H寺

場 所  い ちょうホール (大ホール)

入場料 無 料 (ただし整理券が必要)

|||| 「ヨ  「方“」 合唱組曲

「人を偲う」 故石井 光 団長迫1中作解1柴より

「思い出」 映 画音楽特柴

〇八王子南ロータリークラブ囲チキ教笠 (女流棋士稲栄禄子氏が指導します。)

口  |1寺  7月 10「 1(/1く) をrイ衆1日む30ケ)～

場 所  エ ルシイ八王子

会  才皆 3,0001工」

中 込  大 野会長まで

O次 回、新年度第 1回 の例会は 7月 11回 的 です。皆さんご出席 ドさい。

llFt証 =ヨ

戦 硬 陳 恵 吾統 死引

0「 O n e  T w oえ いと」のご案内

(八王了のコミュニティー・チヤンネル)

八 |1子「lj民の子によって作られる

コミュニティーi夕とです.

お手元に出じ台fしてある本|おをこ比iさヽい。

季円 ( 午| | | 1 4 距」発行)

Rli読料イト60011〕

R海読希専!の方は大嬰r会長まで。

大正 3.12.19

大正 15 6.4

11召本田 8.8.3

野木孝雄氏

大高秀大氏

ブ1口 禎 氏
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06月 例会報告

日 時  1096年 6月 13日 い  12時 30分 ～ 14時 05分

場 所  エ ルシイ八王子

出席者 会 員 25名 +1名 (ビジター R.C.酢 屋氏)

内 容  立 川例会委員長の司会で定刻に開会。

大野会長開会宣言の後会食、歓談。1時 より議事に入り、7月 以降の新年度の会の運営等について大野

会長から提案がなされた。即ち '知り合いを広め、豊かな人生経験を生かして、地域社会に奉仕するJ

というプロバスクラブの目的に沿つた事業を展開する。これには全員が企画の段階から参加できるよう

な事業にしたい。そのためには各委員会内の委員同士の話し合いの機会を増やし交流を深める必要があ

るので、さしあたっては正副会長、幹事が加わった委員会を6月 中にそれぞれ開催して欲しいという要

請があり、併せて新年度定時総会を7月 171会時に開催したいという提案があり了承された。

藤野副会長から6月 7日 に開かれた東京八耳子西ロータリークラブ倉」立30周 年のつどいの内容につい

ての報告があり、引き続き各委員会報告がなされた。また、濃野会員委員長から、多くの会員の要望に

よって、プロバスクラブの統
一した名木Jを作ることにしたが、その裏直に、このクラブはどのような会

なのかを一
般に分かって賞えるようなブリーフイングを入れること、その文章を会具間で検討して買い

たい、ということと、新入会員が4名 増えたことにより、各委員会のメンバー
構成を多少変更したこと

の報告があった。

今回のキ話 「八王子むかしむかし」は大野会長が、現在没頭されている研究テーマに関わる内容の一
部

を、細かい資料を提示しながら講演された。

定刻、全員でプロバス賛歌を合唱、藤野高」会長の閉会按拶で終了した。

◎新たに石井 充 氏、川津鉄礼氏の 2名 が入会されました。所属委員会は下表の道 りです。

◎新年度委員会構成 (③は委員長、Oは 副委員長)

例 会 委 員 会 〇立川、O松 尾、安藤、小阪、小林、志茂

会 員 委 員 会 ⑤浸野、0大 山、古川、井日、大高

情 報 委 員 会 〇北原、O岡 田、大野 (幸)、 岩岡、 田洋1

研 修 委 員 会 ○田子、石井 (富)、梅木、杉田、平原、米田、加藤、石井 (充)

地域奉仕委員会 0野 口、野木、須回、大中、小町、清水、森下、田中、川津

*今 後新入会員の所属委員会は、入会時に役員会で決定します。
l-5会費納入について

7月 から新年度となりますので、前期会費 (1996年 7月 ～ 12月 )18,000円 を例会時にご持参いただくか、ま

たは、お配りした郵便振込用紙で郵便局から振込み預くか、どちらかで早めに細入してください。

O車 人形要名披露公汝

前号で紹介しました10月 26□ ● いちょうホールで開催される西川古柳襲名披露公演には、大野会長のご尽力で

良い府が確保てきますので、ご希望の方は、本例会終 了時に会長までお中し込みください。

①八王子南ロータリークラブ囲碁教至 (女流棋■稲葉禄子氏が指導します。)

日 時  8月 14口 (水)午 後 1時 80分 ～<予 定>

場 所  エ ルシイ八王子

会 費  3,000円

申 込  大 野会長まで

⑤次回の側会は8月 8日 内 です、皆さんご出席ください。

クラブの経費を軽減するために、一々事前に葉書で通知することはやめますが、毎月第 2本 曜日は決まっているこ

となので、通知がなくてもご||1席願います。ただし、日程に変更がある場合のみ通畑します。

欠席の方は必ず担当例会委員または事務局まで連絡してください。
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◎7月 伊1会報告

口 時  1996年 7月 11目 的  12時 30分 ～ 14時 00分

場 所  エ ルシィ八王子3F会 議室

出席者 会 員 24名 +2名 (ビジター R.C.増 田、酢屋氏)
内 容   立 川例会委員長の司会で定刻に開会、新年度最初の例会となるため会則によって定例総会となる旨を

宮言。

会食後増団RC直 前会長及びRC酢 屋会員の挨拶があり、続いて新入会員石井 充 氏の自己紹介がなさ
れた。

定例総会では藤野高1会長が議長に指名され議事に入ったが、まず大野会長から別紙内容の通り1995
～ 1996年 事業報告があり、引き続き1996～ 1997年 事業計画案が提案され全員異議なく承認された。

1996～ 1997年 予算実については若千の質疑の後提案通り承認された。尚、前年度決算報告は幹事
欠席のため次回例会に持ち越すことを了承され総会は終了定例会に移行。
定例会では各委員長より新年度事業計画に基づく各委員会の報告がなされた。

●例会委員会:今回から例会への出席者を確認するため例会委員会に所属する会員がそれぞれ分担して
連絡網を作り、全会員に電話で連絡をとって出席率の向上を計りながら、無駄な経費を省くための努力
をしているので協力していただきたいとの要望があった。
●会貝委員会 i本年 12月 までに会員数を45名 以_Lを確保したい。そのためには全会員が優秀な人材
を推薦して欲しい。

●情報委員会:これまでの会員のみを対象とした情報の提供を一
歩進めて外部に対する情報活動、特に

スポンサーでもある南ロータリークラブとの連携を緊密にして、相互の討演会、催し物等に互いに参加
出来るよう情報交換をすること、また、毎月発行する会報を充実したものにすることと、近々発足を予
定しているセミナーにつぃては情報面での万全を図る。
●研1多委員会:当面は例会の際の卓話を継続しながら、前回好評を博した史跡巡りのような野外研修の
開催、これに加えて新年度事業計画の柱とも云うべきライフセミナーに向けて準備を進める。
●地域奉仕委員会―ライフセミナーの開催に最重点をおき、執行部と研修委員会との緊密な連携のもと
にその成功に力を注ぐ。

以上で各委員会の報告を終わり、全員でプロバス賛歌を合『昌し、藤野副会長の閉会の挨拶で散会した。
③ 10月 例会について

10月 の例会日がたまたま体育の日と重なるため変更されることになりますが日取りについては未定です。

③新入会員石井 充 氏について

生年月日 昭 本田5年 6月 10日 生まれ

住  所  八 王子市横山町 167

現役時の主な業務 塗 料販売店経営 (現在この経営のバックアップ)
趣  昧  音 楽,監堂、読啓 (日記出版物)、町歩き (中でも本☆丁の)
そ の 他 中 、高教員資格 (社会<歴 史>)

抱  負  先 芋の方々の後について自分の日」来ることを探して見たい。

①次回の例会は9月 12日 困です、皆さんご出席ください。



◎8月 例会報告

日 時  1996年 8月 8日 (木) 12時 30分 ～ 14時 05分

場 所  エ ルシィ八王子 3F会 議室

出席者 会 員 31名  ビ ジターRo C.榎 本会長

内 容  立 川例会委員長の司会で定刻開会。

会食後大野会長の開会挨拶に続き、南ロータリークラブの榎本新会長が登壇、会長就任の抱負

と今後のロータリークラプの事業計画を発表、これらの催しにプロバスクラブ会員の積極的な

参加を呼び掛けられた。次に前田持越しとなった前年度決算報告が桂幹事より費目毎に詳細な

説明がなされ、森下会計監査人から監査の結果、相違ない旨報告があり承認された。つづいて

各委員会からの報告、連絡事項の伝達があり卓話の時間となる。

今回は 『美術四方山話』と題して岩岡会員から深い知識と豊かな経験に基づいた美術品の鑑賞

の仕方などの話を大変わかりやすく丁寧に話された。

懸案となっていた 『プロバス賛歌』の歌詞のうち第二節の出だしの 『望みなくしたこの国を』

を修正する件について幾つかの提案がなされたが一番賛同の多かった 『平和かかげてこの国を』

に変更することになり、早速この歌詞で全員で合唱、藤野副会長の閉会の挨拶で解散。

◎新入会員 土 井俊玄 (どい し ゅんげん)氏 が紹介されました。

◇生年月日 昭 和 10年 10月 15日 生

◇住  所  八 王子市千人町 1-2-8

◇現役時の主な業務 相模原市公立中学校長 現 在 寺 院住職

◇趣  味  動 植物飼育栽培、音楽鎌賞

◇そ の 他 教 育免許 (国語、社会科)

◇抱  負  背 伸びせづ自然でやっていきたい。教育相談的なことなど出来れば

◎ 10月 例会について

次国 10月 例会は八王子プロバスクラブ創立一周年記念例会となります。たまたま定例の第二

木曜日が体育の日と重なりますので下記の日時で開催いたします、お間違いのないようお願い

いたします。

日  時  10月 16日 (水) 午 後 5時 開会

場  所  エ ルシィ八王子 3F会 議室
・式  典   PM5;00～ 5,25
・記念講演  早 稲田大学教授 大 友俊允先生 PM5;30～ 6;30
。会  食   PM6;40よ り
・閉  会  PM8:00
,会  費  3、 000円

尚、当日は臨時会費を徴収する予定にしておりますので予めご了承下さい。

◎八王子南ロータリークラブ囲碁教室 (女流棋士稲葉禄子氏が指導します。)

日 時  10月 9曰 く水)毎 月第二水曜日

場 所  エ ルシィ八王子

会 費 3 、0 0 0 円

申 込  大 野会長まで                  ″

◎ 11月 例会は14日 (定例の第二木曜日)に 移動例会として史跡巡りを検討しておりますのでお含みおき

願います。
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◎ 9 月 例 会 報 告

日 時  1 9 9 6 年 9 月 1 2 日 ( 木)  1 2 時 3 0 分 ～ 1 4 時

場  所  エ ル シ ー八 王子  3 F 会 議 室

出席者  会 員 3 0 名  ビ ジタ ー R o C 酢 屋氏

内 容  立 川例 会委員長 の司会で定 刻 に開会。会 食 を済 ませ た と ころで 大 野 会 長

か ら来 月の一周年 記念例 会 の持 ち方 につ いて の説 明 と八 王子 南 ロータ リ

ーク ラプ の夜 間例会 ( 9 月 2 5 日 に船 丸紅 の伊藤  宏 氏 の講漁 会 ) へ の

ご案 内 を盛 り込 んだ挨拶 が あ り、各委員 会 か らの報告 事項 に移 る。

●情 報委 員 会 : 当 面 の連絡事項 は配布 のプ ロバ スだ ょ りに記載 、会 費等 の

集金 事 務 は今後 当委員会 のメ ンバ ーで担 当す る。 プ ロバ スだ ょ りの紙 面

充実 のため会員 各位 の協 力 を要請 。

● 会員 委 員会 : 土 井氏 の入会報告 。会員増強 のため各委 員 会 単位 で の候 補

者 の推 薦 を依 頼 。

●研 修委 員会 : 秋 季移動 例会 につ いて各 自に配布 した スケ ジュ ール ( 案)

の詳細 説 明 と参加 人数 の確 認。

●地 域奉 仕委員 会 : 上 記移動例会 のバ ックア ップ と来年 に予 定 され て い る

セ ミナ ー開催 へ 向 けて検討 を進 めて いる。

●例 会委 員 会 : 例 会 出欠 の確 認 の励行 と欠席時 の事 前連絡 の徹底 を要請 。

次 いで 野末 会員 か ら土井新会員 の紹介 が あった後 、桂幹 事 か ら 7 月 に旅

行 され たばか りの 『モ ンゴル事情 』につ いてパ ネル写真 をつ か って歴 史

、産 業 、食 生活 な どさまざ まな分野 をホ ッ トな観 点 か らス ピーチ され 、

会員 に深 い感動 を与 えた。

統 いて ビ ジタ ーの酢屋氏 か ら八王子 南 R , C が 企 画 した 『若 人 の 出会 い
“
A ' M e e t i n g " 』 に協 力頂 きた い との依 頼が な され た。

定刻 とな り全員 で 『プ ロバ ス賛歌 』を合唱 、藤 野 副会 長 の閉会 挨 拶 を も

って終 了。

◎ 1 1 月 例 会 につ いて

1 1 月 例 会 ( 移動例 会 ) は 史 跡探訪です 。

日 時  1 1 月 1 4 日 ( 木) 午 前 8 時 3 0 分 ( 雨天決行 )

集  合  」 R 八 王子駅 南 口 多 摩信 用金庫 前

経  路  永 林 寺→ 東京都埋蔵 文化 セ ンタ ー→小 泉家屋 敷→ 「絹 の道 資 料館 」

→ 東京工科 大学→片倉城 跡公 園 の順 で マイ ク ロバ スで訪 問。

会  費  3 、 0 0 0 円 くこの他 昼食 費 自己負担 )

・        ※ 1 0 月 例 会 にて会 費 を徴収 させ て いただ き ます 。
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◎創 立 一周 年 記 念例 会 報告

日 時  1 9 9 6 年 1 0 月 1 6 日 ( 水)  1 7 時 ～ 2 0 時 4 5 分

場  所  エ ル シー八 王子  3 F 会 議 室

出席者  会 員 3 1 名  ビ ジタ ー R C 会 員  7 名

第 一
部  記 念式典

北 原 情 報 委 員 長 の 司会 で 開会 、藤 野 副会長 の開会 の言葉 の後 全員 で プ ロバ ス賛 歌 を

斉 唱 、大 野 会長 よ リプ ロバ ス ク ラブ の一年 間 の歩 み を中心 に挨 拶 が あ り、続 いて

八 王子 南 ロータ リーク ラブ の榎 本会 長 の ご挨 拶 を頂 く。 こ こで八 王子 南 ロータ リー

ク ラプか ら助成 金 が榎 本 同 ク ラプ会長 よ り大 野会長 に贈 呈 され た。 そ の後 来 賓挨 拶
に移 り、八 王子 ロータ リーク ラプ の創 立 1 0 周 年 記念事 業実行 委員 長 をつ とめ られ

当プ ロバ ス ク ラブ誕 生 に多大 な尽 力 を頂 いた 杉 山様 、 当 ク ラブ創 立 の準備 段 階 時 の
ロータ リーク ラブ会 長 と して大 変 お骨 折 りにな られ た 橋本 様 、そ して っ い この間
まで 八 王子 南 ロ ータ リー ク ラブ会長 で 当ク ラプ の発展 に身近 に寄 与 頂 いた 増 田様
の順 で ご祝 詞 を賜 り、最後 に再 び藤 野 副会 長 の閉会 の言葉 で式 典 を終 了 した。

第 二部  記 念 講演

講  師  大 友 俊 允氏   早 稲 田大 学大学 院教授 、玉川 学 園大学 教 授

テ ーマ   『 2 1 世 紀 の 日本 と世界 』

田子研 修 委 員 長 よ り大友先 生 の ご紹 介 が あ り、先 生 か ら人 口動 態 、環 境 汚 染 、微 生

物 、バ イ オ関連 な ど各種 の観 点 か らス ライ ドを使 って テ ーマ に沿 ったお話 を 1 時 間
4 5 分 にわ た り講演 され た。

野 口地域 奉仕 委 員 長 が謝辞 を述 べ第 二 部 を終 了。

第 二 部  祝 宴

浜 野会 員 委 員 長 の 司会 で 開幕 、 南 ロータ リーク ラプ の酢屋 氏 の ご挨 拶 を頂 いた後 、

同 ク ラブ の梶原 幹事 の ご発 声で乾杯 、会 食 とな る。暫 く歓 談 を交 わ した と ころで

会 員 全員 が 一 人づ つ立 って 自分 の名 前 、所 属委員 会 、プ ロバ ス ク ラブ に対 す る抱 負
を一

分 の時間 内で話す 、所 謂一 分問 ス ピーチ を行 な った。 宴 た けなわ の 中、予定 時

間 を大 幅 にオ ーバ ー した 2 0 時 4 5 分 南 ロータ リーク ラブ増 田宿 会員 の終 宴 ご挨 拶
と手 じめ の音頭 を もって盛 会 の内 にお 開 き とな った。

◎ 1 2 月 は通 常例 会 で す 。

1 2 月 1 2 日 ( 第二 木曜 日)  1 2 時 3 0 分

◎恒 例 の八 王子 いち ょう祭 りが来 る 1 1 月 2 3 日 ・

皆様 の ご参加 、 ご協 力 をお願 いいた します 。

エル シー八 王子  3 F 会 議 室 で す 。

2 4 日 に行 なわ れ ます 。
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◎ 11月 例会報告 (移動例会)

日 時  1996年 11月 14日 (木)

場 所  八 王子南部地区

出席者 会 員 24名

8時 30分 ～ 16時 15分

今回の例会は第 2回 目の移動例会 と言 うことで八王子の南部地区の史跡、施設などの

見学会 として行なわれた。寒い朝定刻の 8時 半前に出席者が全員集合、さすがにプロ

バスメンバ ーは時間を厳 しく守ることを実証。立川会員が親戚 にご不幸が出来て急 に

欠席、その連絡のためわざわぎ集合場所 まで顔を出される。バスは定刻に出発、立川

委員長が不参加のため田子研修委員長が例会委員長代行 も勤める忙 しさとな り、車中

大野会長のご挨拶を頂戴 しなが ら最初の見学地である下柚木の永林寺へ。 ここは滝山

城主大石定久所録の寺で野 口地域奉仕委員長のレクチャーを受けて三門、大石氏の基

など手入れの行き届いた境内を拝見。次に多摩市の東京都埋蔵文化財セ ンターにバス

を進め、同所で縄文中期出土品見学 と遺跡庭園 『縄文の村 』を散策 した後、鍵水の小

泉家屋敷に向かう。この屋敷は都教育委員会か ら重要文化財に指定されている養蚕農

家で小泉家に伝わる古美術品と共に当主の小泉栄
一
氏の説明を頂きなが ら見学。その

後場所を近 くの 『絹の道資料館 』に移 して再び小泉氏か ら鍵水商人の歴史についての

講話を拝聴、資料館を見学する。年後 1時 近 くなったところで次の予定先である束京

工科大学に到着、学生食堂で各自それぞれ好みの昼食を済ませた後、古賀総務課長の

ご案内でキャンパス内の教室、研究棟、多目的ホールなど施設を見学。広大な敷地 に

繰 り広げられた最新設備の整った施設や、良く整備された庭国といい我々の学生時代

とは今昔の感を抱かせる立派なキャンパスである。最後は片倉城P■公園で野口先生に

解説を頂き城趾を見学 して無事全行程を終了、出発場所の八王子駅南口に戻 り解散。

寒い朝ではあったものの日中は陽も射 して風 もなく、この時期としては誠に穏やかな

天候 に意まれ絶好のアウ トドアー例会 日和であった。

この度の移動例会に際 し会長はじめ研修、地域奉仕両委員長には極々とお骨折 り頂き

特に田子委員長には見学先の実地検分や打ち合わせなど大変 ご苦労された ことを付記

して置きます。

◎次回例会  1月 9日 (木) P M  6時 より

場 所  八 王子市三崎町 6- 1 1  マロウ ドイン八王子

会 費  5 、 0 0 0 円

1月 例会は新年会を兼ねた夜問例会 とな ります、

会費は当日徴収させていただきます。 永林寺にて
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◎ 12月例谷報告

日 時   1 9 9 6年 + 2月1 2日 (木)   1 2時 3 0分～ 1 4時

場  所   エ ル シィノ＼工子 3 F会 議宣

出席者  会 員 2 7名

内 容

立川″1谷委員長の司会で定刻に関谷、容食の後大野会長の開会挨拶に続 き谷員
の平原俊彦氏の卓話 を拝聰する。 『レヨー ド音楽の周辺』 と題 して同氏が30有余

年 日本 ヨロンビア (株)に 勤務 されたキ ャリアに基 き、大江光 さんの作品など、
なかなか普女は聰 けないテープを流 しながら栗ネ浜 く議 された。

さて、 当プロバ スクラブの本年度の最重要事業 と言 える 『プロバ ス生涯学習サロ

ン』の推進について討議が持 たれた。先ず野口地域奉仕委員長か らこのサ ロンの

目釣 と運営、史には講座内容等の推進計画案が説明 され、続いて口子研修委員長

よ り講座、セ ミナーの具体的ヤ味、運営委員、サロン開催 日等サ ロンの運営要領

(突)に ついて詳約な親告がなされた。最後に大野会長か ら本件 は会員会員の協

力で何 としても成功 させたい 旨発言があ り会員指手で賛同 した。

委員会報告

ly l l谷i 1 / 1会出欠の事前を認の紋広

容員 :会 員数増カロの 日標 は未違ながら現在4名の候補者の推痛が口頭である

1青報 :先 月の移動4/ 1 1会の写真の申 し込文付けとビデオの希望者への貸出

研修 | 〃   の 収 支報 告

地域奉仕 :生涯学習サロンの成功に向け全力投入

以上で″1会打合わせ事項 を終了、 『プロバス賛歌』 を全員で斉唱 して定時に関谷。

◎新会員紹介

◇鈴木幸雅氏
生年 月 日  S 7 . 1 0 . 8 日 生

◇中野義光氏
S 1 0 . 1 . 1 ヨ生

住  所   八 王子市来減サ|I  B I f  2  9  3 - 1   ノ＼工子市め じろ台3- 3 9 - 6

現職 時の  S . M . Hジ ャパ ン (株)     ノ ＼工子商工会議所事務局長

経歴    取 締役 ロンジン事業部長  オ リックス (株)

趣  味   ゴ ルフ、将棋、美術鑑賞  ゴ ルフ、 テニス、油絵

抱  負                地 元の方 と懇規 をもちたい

地域社会 に奉仕 したい

◎次回4/ 1 1会は2月1 3日 (木)で す。 この移1会では恒″1のキ話 を取 り止め、ぃよぃよ

月末か ら始 まる 『プロバス生涯学習サロン』の成功に向けて全員で準備、打合わ

せ をす ることになってお りますので、出来 るだけ多 くの会員の出席 をお願い致 し

ます。
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日 時   1 9 9 7年 1月 9日 (木) 18時 ～ 20靖 30分

場 所   マ ロウ ドイン八王子  2 F宴 会場

出席者  会 員 3 2名   ビ ジター酢屋RC会員

内 容

今回の炉J会は4 / r年宴会 を兼ねて行われた。総合 司会は立川pl l会委員長が勤め開容挨拶に

続 き議事に入 る。大野会長の改拶、来察 としてご出席の酢屋 ロータ リークラブ会員の ご

祝詞 を頂いた後今回か ら出席の新入会員の紹介が行われた。先ず光原谷員の推痛で鈴木

幸雄 氏が、次いで社会員か ら推痛 されたヤ野義光氏がそれぞれ自身の経歴、超味それに

本会 に対す る抱負等 を話 された。 (尚、出席予定の河津鉄ネL氏は欠席)

各委員会か ら報告があって議事 は終 了、第二部の宴会 に移行 した。

ここからは浜野会 員委員長が進行役 とな り藤野ヨJ会長の発声で乾杯 が行われ谷食懇談 に

時 を過 ごした。宴たけなわ となるや、 多くの容員が自分の席 を立 ち他のテーブルの谷 員

に酒 を注 ぎながら談笑する光景が瞳所に見 られ、 ますます宴会は盛 り上がっていった。

その間余興 としてカラオケが用意 されかな りの会員が自慢の喉 を波露 したの も今回が初

めての試 みで あった。

定亥1とな り桂幹事の閉容挨拶 を以 て終 了、

余韻 を残 しなが ら解散 とな る。

◎委員会の活動状況について

ご承知のよ うに当プロバスクラブには例会、

会員、情報、研修 それに地域奉仕の 5つ の

委員会があ り、会貝Jで全会員がいずれかの

委員会に所属 し活動す ることになってお り

ます。 そこで、 それぞれの委員会が どのよ

うに運営 されてい るか を矢口って預 くことも

肝要か と存 じ、 この会報の紙面で各委員会

の活動状況 をご報告 して行 きたい と思います。

今回は会 員、情報 の商委員会 を取 り上 げま した。

会員委員会 メ ンバーは●浜野、●大占、古川、大高、井口 (●は委員長、●は言J委員

長)の 5名 で構成。新入会員の募集、資格審査及び会員相互の親畦、交流を図 リプロ

バスクラブの拡大、活性化に寄与すべ く活動 しております。

現会員数40名 、会員増強のため新会員の推痛をお願いいたします。

情報委員会 メ ンバーは●光原、●田日、岩岡、大野 (幸)、 口淵の 5名 で各例容終了

時に30分 程度の時間で委員会を開いています。会議 (プロバスだより)の 編集打合

わせ、ノ＼工子南ロータリークラブや他の委員会 との連携、協力、会の広報担当部門とし

ての役害J特にこの処は 『プロバス生涯学習サロン』の対外印なP. R等を議蓬 として活発

に意見の交換 を行っております。

尚、新会員の鈴木幸雅氏には情報委員会、中野義光氏には地域奉仕委員会に所属 して預

くことにな りました。

◎いよいよ今月27日 (第4木曜日)か ら 『プロバス生涯学習サロン』が始まります。今年

度、当クラプの最大プロジェク トだけに是非成功裡に終わ らせたいと思いますのでの会

員の皆様の絶大なご協力をお願い致 します。
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◎2月炉1会報告

日 時   1997年 2月 13日 (木)  12時 30分～ 14時 5分

場 所   エ ル シィノ＼工子  3F 会 議室

出席者  会 員 32名  ビ ジター榎本、梶原、酢屋の各R.0メ ンバー

内 容

会合後、ノ＼工子南ロータ リークラブ板本会長 よりご挨拶 を預 く。 そのヤで正月1711

会 に出席出来ず新年の ご祝詞 が今 日毛廷 びて しまったことのお詫 びとプロバスメ

ンバーが著々しく溌来」と活動 されていることが大交喜ば しい とのお話がなされた。

ここで会則の改斉のため、臨時終会に移行する旨、 司会の立川委員長か ら発議が

あ り、大野会長が議長 に選出されて議事に入 る。議長の指名で柱幹事か ら会貝」第

7条 を従来の 『会費 月 額3,000円 とする。』か ら 『容費等 月 額3.000円 とし、

大会金 として10,000円 を納付す る。』に改封 したい との提案がなされ、審議の後

滴場一致で可決 し終会は終 了 した。 (この規定は3月十日入会会員か ら適用)ヨ |さ

続 き炉」会に移 り大野会長が挨拶の中で今月27日か ら始 まる 『プロバ ス生涯学習サ

ロン』 について谷員会員の一致協力を強 く訴 えられ、田子研修委員長か らサロン

運営のスケジュールや役害J分担の説明がなされた。 その後セ ミナーの動言者 と司

容者の打合せがそれぞれのペア リングで綿審に行われ、改めて大野会長 よリサロ

ンの実行マニュアルについて再度徹底がなされた。光原情報委員長か ら今回の講

演、セ ミ十一の内容 を記録 に留めて置 くため助言者、司会者のいずれかが責任 を

もってセ ミナーの概要 を情報委員会 に報告 されるべ く妥諸があった。続いて野 ロ

地域奉仕委員長から助言者、司会者のセ ミ十一での役害1を例示をされながら解説された。

ここで前曰欠席 された新入会 員の河津鉄札 氏の紹介 とご本人の挨拶があ り、定刻

となった処で 『プロバス賛歌』 を斧喝、藩野露1会長の関谷の挨拶をもって終了した。

◎新会員紹介

督夫掩文氏
生 年 月 日   昭 わ |十年4月十日生  仁 所 ノ＼二子市大オロロ町2 - 5 - 2 9

現職 時の経歴  立 飛企業 (株)経 理部長、工場長 関 係会社代 表取締役

現     在   子 ども容 活動 ( 2 2年)ノ＼工子子 ども学園長  ノ＼工子青 少年委 員

趣     B / R   ゴ ルフ、ハ イキ ング、詩今

抱     負   多 くの諸先葦 に ご指導 を頂 きなが ら少 しで も自分 自身の人間性

にブラス して行 きたい と存 じます。

◎委員会の活動状滉について

夕t会委員会 メ ンバーは●立サ1 1、●松尾、安藩、小阪、小林、志浅の6名。

本委員会 は委員一同二つの目的に向かって努力 しています。一つは例会出欠 を

1 0 0 %把握す ること、キ分 け して例谷3日前より電話出欠 を聞い合わせ ます。ぜ

ひご協力下 さい。 まだ1 0 0 %に届 さません。二つは会員相互が交流出来 るよう

に例容の席 をを回交えています。炉1会ヤ出来 るだけ顔、名前 を覚 えて頂いてお

話 をして下 さるよ うお願い致 します。

◎プロバスだよりも各曰報告事項 に終始 して来ま したが、次子か らそろそろ奈 員の

感巡夫や ご意几などを掲載 して行 きたい と考 えてお ります。皆様の ご投稿 をお

待 ち しています。
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◎3月炉」会報告

日 時   1 9 9 7年 3月13日 (木)  1 2時 30分～13時30分

場 所   エ ルシィ八王子  3 F会 議宣

出席者  会 員35名 ビジター酢屋R,C会員

内 容

今月の例会は後 に 『プロバス生涯学習サロン』が控 えているため30分時間 を短縮 して

開催 された。25分間の容食の後、立川委員兵の司会で大野谷畏の開会の挨拶で始 まリロ

子研修委員長からセ ミナーの参カロ人数の均等化 を計 るためプロバス会 員の第一希暫 を交

史 して預 く、 ご了解 を得 たい 旨発言があ り個々の交史について説明 された。ついで野ロ

地域奉仕委員長 より講話、セ ミナーの資料提出について、講誌資料 は90部、セ ミ十一の

資料は出席人員プラス5部を用意すること、またセ ミナーの助言者は資料 を自身で準備

するか、事務局に伝頼するかの確認 がなされた。続いて)ヒ原4青報委員長か ら今回のサロ

ンの記録 を集大成するため各々のセ ミナーに於 ける記録責任者の指名があ り、浜野会員

委員兵からサロン参カロ者の中からプロバスメンバー を希望する方の取扱いについて説明

がなされたところで例会は終了、全員で 『プロバス賛歌』 を奔喝 じ藤野霞J会長の閉会の

言葉で締め括った。

◎壱卜報 か ねてより病気ご療養中の権本道助会員が3月25日逝去されました。3月27, 2 8

日に通夜,告列式が営まれましたが、会烈に慶手規定がありませんので持ち回 り幹事会

で谷 として一方円の香典 をおそなえすることを決め、これに大野会長個人での基花の献

上と併せご霊前に捧げました。ここに改めて同氏のご冥相 を足よりお新 りする次第です。

◎前日お矢口らせ しましたが、今回から会員各位の投稿欄 を開設いたしました。第一回は

桂 さんのお話 をrll紙にて掲載いた します。



別紙 秘録 「原子爆弾J34年 目の証言

この報告書は1945年 8月 8日 、広島に原爆が投下された2日後に発表された、現地の生々しい報告書で

す。当時私たちは新聞、ラジオの報道で広島に 「新型爆弾Jが落とされたということを知りましたが、あれ

ほど惨いものとは想像もできませんでした。

たった一
発の原爆で広島や長崎が焦土と化したことを思えば、近代の戦争がいかに一般市民にまで1参禍

をもたらすものかを痛感させられます。

たまたまこの正月の体みに亡義兄 (海寄軍需管理官 ・海章大佐)の 遺屁1の中からこの報告書のコピーを

見つけましたので、その要点を抜粋してみました。                  (桂  元 二)

広島の原爆調査に関するわが国最初の報告書として、かねて注目されていた幻の旧海葺極秘文書が、三宅博士の努カ

で34年 ぶりに初めて公開された。

●呉鎮報 告書 (広島空 襲 調査概 要 )

(軍極秘)呉 鎮第 396号

昭和 20年 8月 8日  呉 鎮守府指令部

「8月 6日 広島空襲被告状況調査報告書概要」

呉鎮調査団

団長 呉 廠火工部長 海 軍大佐 三 井再男

以下 砲 こう実験部及び火工部々員 12名

1,一般状況

0816頃 広島市
一
般に亘り帯黄の光を見ると同時に熱気を浴びたる感を覚ゆると共に家屋倒壊するを見、次いで火

災発生せり。これに先だち敵大型機 3機 、小型機 1機尾道を脱去せる後南東より広島市に入り機関を止めたるまま進

行せ り、この時警戒警報解除せる直後なり。敵機市衛中央部に入りたる時、落 ド傘 3個 の投下を見たり、また大型 1

機は旋回降下の姿勢をとれりと云う、この直後に爆発生起せり。

2.被 害状況

(イ)爆 心 護 国神社南方 300m

敵弾発火は高度約 550m

(口)爆 風の影響

爆心付近、相生桶の変電所鉄骨甚だしく折れ曲がる。紙屋田」南大楠 1本根こそざとなる。電車脱線向きを変

える。爆心より半径 500以 内、内臓露出せるもの多数あり。

退避壕にして丸大掩薫あるものは大部分有効なり。

爆心より1.8km 人 間全裸 となる。(屋外)

戦時イユ宅 (半地 下式)異 常なし。

日本家屋全壊固 半 径 3 Km。

情子破損 束  向 洋より硝東

西 草 津-1■日市

巻 号【i告    )約7 km
爆心より2 km 防 空壕内異常なし。

(ハ)火 傷

火傷を受けたる範囲は一
般には爆心より半径 2kmな るも稀には3kmも あり、火傷は痛み少なく、水ャSミくれ

す、市役所、鷹野橋付近にては耳に圧を感ぜず爆心方向のみ火傷す。

国防色、サージ服下の皮膚のみ火傷せし服に異状なきものあり (爆心より2 km)

即ち火傷状況は特異にして大部分は幅射熱になる全面F的のもののタロく速距離に於いては焼夷却」(?)による斑

点的のものなり。

(工)焼 夷性

票、紙は直接着火す。

己斐付近にて焼夷剤(所々に)付着し消火は油脂に比し困難なりしと云うものあり火災は一
般には爆発後約10

分以後に発生せり被爆時着火燻りいたるものか漸後発火したもの及び倒壊家屋の火の不始末になると認む。

山火事は爆弾の飛散物ならん。



(ホ)特 実現象

爆発後濃厚なる灰白色の煙発生上昇し次に2個 に分かれ上方は白色に薄桃色を帯び下方は灰色なり。

1時 間後観音町イ寸近の観測にては黒雲を発生し雷あり約 30分 間夕立ちの如き黒き雨あり。

3 . 対 策

(イ)敵弾 (今回被害は敵投下弾なること明かなリー発火を目視しあり、市内に爆発漏斗孔なし)、本体は不明なり、

但し7日 朝 「サイバンJ放 送は米本国より大平洋方画へ 「ウランJ爆 弾 100個 を送 り、その最初の 1個を広

島に使用せりと云う。

之が本体を国内各部結集し至急探究する要あり。

(口)見 張 りを厳にし警報は適明なるべし。

(ハ)少 数機にても侮るな。

(工)丸 太掩蓋の防空壕に入れ、素掘りならば毛布を被れ、防空壕なければ直ちに伏せよ、屋内に居るな、眼と耳

とを覆え、防空服は露出部を少なくせよ。

(ホ)人 員 (生産に関係なき)物 件の疎開を行うこと。

(へ)本 教副||を至急各部に通知すること。

(卜)本 形式の小型爆弾による焦土戦術に備えること。

4特 殊爆薬の研究

(イ)超 爆烈原子 (U235)に 関する研究は日本に於いては東大 (理研)、仁科 (陸軍)、京大荒勝研究室 (海軍)に

て行いあるも純学理の範囲を出でず、米国にては 5年 ほど前 U235を 分離し基礎的研究をなし (水の温度を

数度上昇せしめた程度)あ りし後発表せざるも原張石 (ピッチブレンド)を盛んに集めつつありし情報あり研

究陣も強力なる故研究促進せられしやと想像す。

(口)夕弾形式のものを空中炸裂せしめ破片、爆風を集中地上に放射する企ては 2火廠に於いて小型実験をなし相

当有効なることを確認しあるも実用に至らず。

(終)
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◎4月f/1 1谷報告

日 時   1 9 9 7年 4月10日 (木)  1 2時 30分～ 13時30分

場  所   エ ル シィノ＼工子  3 F会 議室

出席者  会 員32名  ビ ジター増口、酢屋R.C会員

内 容

開会に先立 ち司会の立ブ|1例会委員長 よ り先 日逝去 された権木道助容員の ご冥福 を新 っ

て黙精 を捧 げよ うとの提言があ り、全員で黙祷。

会食イゑ、大野会長が挨拶に立 ち 『プロバス生涯学習サロン』が会員会員の協力でlll H調に

進行 してお り、 また、参カロのサロンメンパーか らもご好評 を頂いてい る。今後 もサとのサ

ロンが成功裡 に終了す るよう重ねてお力添 えを頂 きたい。 それ とこの度の梅木容員の ご

逝去 に際 して容只Jに規定が無かったので、会長の独 自判断で弔意 を表 したが、慶弔規定

を連やかに会則 に基 り込 むべ く検討 して行 きたい との発言があった。

次いで立川容員から先 日入会 された塩沢史夫氏を紹介、同氏から大容の挨拶がなされた。

口子研修委員長 から5月8日に実施 される 『ノ＼王子採訪』 についてスケジュールの説 明が

あ り、1青報、夕J会の問委員長 より連絡事項の報告がなされた。続いて来寮の増ロノ＼王子

南 ロータ リークラブ前会長 よ リプロバスクラプの活発な活動、 とりわけ 『プロバス生涯

学習サロン』の精力白9な取 り組みに贅辞 を頂いた後、プロバス賛歌の希唱、藤野ヨt会長

の関谷の挨拶 を以て終了 した。

『プロバス生涯学習サロン』始まる
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◎5月炉1谷報告 (移動夕1会)

日 時

場 所

出席者

1 9 9 7年5月8日 (木)  9時 ～ 1 7時3 0分

ノ＼工子市南部 の新街区、学園等

容 員 3 0名   サ ロン会 員 3 8名

今回の4711会は現在開催ヤの 『プロバス生涯学習サロン』の郊タト講座に合流 して行われ

た。気象情報 がメイ ・ス トームが吹 き全国的に大荒れの一 日となるだろ うとの予報 を出

してぃて、先行 きがは配 されたが、風 こそ後かったものの終 日傘の世話 に もならず、

無事 日程 を消化す ることが出来たことはご同慶の至 りであった。

見学地 / み ころも公園～南大沢ニ ューダウン～占野英容芸術短期大学～ 夫京工科大

学 (昼食)～ みなみ野シテ イ～ 日野自動車21世紀セ ンター (ヨー ヒーブ レイク)～ 広園寺

前日、移動4/11会で同 じノ＼工子南部の史跡巡 りを行 ってい ることもあ り、成 るべ く重複 は

避 けよ うと、研修委員会が大変 ご善労 をされて、今回は21世紀のノ＼工子 を見据 えて、新

しい街づ くりが進められてい る処や学園考卜市に相点 しい大学キ ャンパスを重点に裸訪す

る上記のコースを企画 された。み ころも公園、広園寺では野口地域奉仕委員長か ら史跡

について、また、小WF会員か ら建築様式について大?懇 切な レクチ ャー をして頂 いた。

その他の場所では係の方の施設のご案内や説明があり有意義に一日を過ごすことが出来た。

◎プロバス生涯学習サロンについて

2月27日の開講式で始まり4回の議議、セ ミナーと市内採訪、そして5月22ヨの関谷式で今

回のサロンは無事に終了した。開催に当たり当初案 じられた参カロ者数 も読売新聞、市の広

報、情報紙 ショッパーに掲載 された記事 を読んで点寡された方、何よりもプロバスメンバー

の熱はな勧誘で参カロされた方などで最終白9には58名の参カロを見ることが出来たことは誠に善

ば しい次第。また参加者の感怒 もアンケー トを集約 した結果、概ね好評で、大部分の方が早

くも次回開催 を希望 されている状汎で、 このような成功 を見ることが出来たの も大野会長 を

ヤばにプロバスメンバー全員が一致協力 して事に当たり努力されたからで、 ここに各位のご

尽力にばから感謝申し上げる次第です。



第20号 1997. 7. 10.

◎第3回定期総会並びに6月例会報告

日 時     1997年 6月12日 (木 )  17時 ～20時

場 所     な か安  3F 会 議室並びに宴会場

出席者    31名    ビ ジター R.C 酢 屋氏

開会に先立ち浜野司会者の提案により先日逝去された故梅木道助会員に対する黙祷が行われた。

1)開 会  藤 野副会長  開 会宣言

2)会 長挨拶  大 野会長

3)議 長、書記及び議事録署名人選出

司会者に一任され議長に大野聖二、書記に岩岡茂之、大山泰、署名人に野末孝雄、米国昭の各氏がそれぞ

れ選出された。

4)議 事

①1996～97年度事業報告

議長より1995年度発足よりの経緯と当該年度の活動内容について別紙に基づく報告がなされた。

特に壱岐プロバスクラブ設立について詳細に亘る報告が行われた後、 『紫陽花の 色 さまざまに 宴 かな』

と心境を折り込んだ句を披露された。

②規約改正案審議

藤野副会長より 1)会 則第9条の改正 (役員の数に関する件)

2)運 営細員J第9条及び第10条の肖J除

3)運 営に関する申し合わせ事項の確認 (役員の再任に関する件)

について提案があり (いずれも別添資料参照)全員異議なく承認された。

③1997W8年 度役員選出

藤野副会長より次年度の理事、会計監査候補者の提案があり、全会一致で承認され、直ちに新役員の互選が持

たれ下記の通り役員の担当が発表された。

会 長   藤 野  豊       地 域奉仕委員長    北 原 満 夫

副会長  野 日 正 久      研 修委員長      加 藤  寛

幹 事   立 川冨美代      情 報委員長      平 原 俊 彦

幹事補佐 岡 田  尚       会 員委員長      大 高 秀 夫

例会委員長      松 尾信一郎

会計監査 桂   元 二

会計監査 清 水 里 子

④新年度運営方針  別 紙内容で藤野新会長より説明があった。

③  〃 予 算案審議

尚、当年度決算案は6月末の年度終了後、改めて提案することで了承された。

以上で議事を終了した。

(裏面につづく)



5)来 賓挨拶  南 ロータリークラブの酢屋会員から 『ロータリー活動は義務ではなく特典であると言う考え

方、高齢化社会とは高齢者4～5人で若者1人を育てるのが本義』との挨拶をいただく。

最後に野口地域奉仕委員長の閉会の言葉で総会は無事終了した。

引き続き例会に移行、先ずプロバス賛歌を全員で斉唱し、大野会長、藤野副会長、桂幹事、野日、北原、

浜野,立川、田子各委員長の順で任期満了に伴い夫々簡単な挨拶が行われた。

例会終了と同時に場所を宴会場に移し懇談会が持たれ、酒を酌み交わし、料理に舌鼓をうって和やかに

談突しながら20時お開きとなる。

本号まで北原前委員長以下旧情報委員会のメンバーにより作成していただきました、次号より新委員会

により発行いたします。よろしくご協力の程お願いいたします。

◎平和祈念  『 浅川とうろう流し』 主催/平 和祈念 `浅川とうろう流し実行委員会

7月19日 (上 )Ph16時30分より 小 雨決行

参加料 一 灯 1,000円 申 し込み 。問い合わせは立川幹事まで、7月18日まで受付け致 します。
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◎7月例会報告

日 時   1997年 7月10日

場 所   エ ルシィ八王子  3F会 議室

出席者  会 員 38名   ビ ジター 八 王子南ロータリークラブ前会長榎本氏、副会長酢屋氏

〔議事〕

1.大野前会長挨拶 ク ラブがこれまで発展して来たことの会員の貢献に対する御礼と今後藤野新会長を中心に

クラブが一層拡大するように会員の活躍を望む主旨のお話があり、終わりに当たって

「つとめ終え 心 は晴れて戻り梅雨」

の一句を披露された。最後に新会長に会長バッジを引き継いで挨拶を終わる。

2.来賓挨拶 南 ロータリークラブ榎本前会長より大野前会長への任期満了に当たってのねぎらいと、今後の藤野会長、

立川幹事のコンどに期待する旨のお話あり、南ロータリークラブ井上会長の代理として酢屋副会長よりRI(国際

ロータリークラブ)会長の言葉をひきながら今後ロータリークラブが進む方向などについてお話があり小詩の朗読

を以て終った。

3,会長挨拶 運 営方針については既に先月の総会において発表済みなので、その施行具体策について委員各位の

意見を徴した上で説明したい旨のお話あり。また過日行われた生涯学習サロンについてアンケー トを実施する主旨

の話あり、その際は率直に思った通りを記されたいとの要望がなされた。次に新年度の委員会所属案について説明

あり、委員長は全員重任することなく又委員も一遍に代ることはないが、徐々に代わって皆が年々順次異なる体験

をして行く方が望ましいので、案もその主旨に沿って作ってある旨お話があった。

4.委員会所属案決定 配 布された案につき上記の説明あり、定員数につき質問あり、定員数にはこだわらず進めたい

旨の回答他、特に呉議なく原案通りに決定された。

5.新入会貞紹介 (向山、近藤、山下3氏)

向山、山下氏出席 全 員に紹介された。尚3氏の略歴など以下の通り。

、・.向山光春氏

.・.山下安雄氏

.・.近藤泰雲氏

現役時の経歴

現   在

趣   味

抱   負

大正14年4月1日生

現役時の経歴  農 林中金にて施設、経営資金の供給、貸付

奉仕活動歴   民 事調停委員 (8年)、立川簡易裁判所勤務

趣   味    読 書、ゴルフ

抱   負    「 現役時の垂直思考、限定された世界での発想から脱し、

より豊かな世界を探りたい」と言う入会の動機を実りある

ものとなるよう努力し、それを通じて地域社会に貢献出来

るものと思う。

昭和学関月7日生

在

味

負

現

趣

抱

現役時の経歴  山 下正油醸造場、出下商店 代表取締役

心臓疾患 (軽度)の治療のためのウオーキング

ゴルフ (現在中止中)、野球観戦

「従来は仕事に全てと言う生活で、世の中の事を知らず又これから離れたら『ヒマ』と

言う時間の恐ろしさにおののく昨今です。この忙から閑への落差をどう埋めて行くかの

知恵を諸兄に御教示頂きたく入会をお願いした次第です」

昭和7年11月19日生

都立各高校 (八王子高綾他)の事務長、全国公立高校事務長会の調査、研究、総務の各部長

曹洞宗僧侶、茶道教授

車笛

「プロバスを通して日頃お世話になって居ります。当地域に少しでもご恩返し出来ればと

思っています。」



6.幹事報告 立 川幹事より以下の点説明あり

1)会 費は7～12月を前期、1～6を後期として、

原則として期の初めの例会の折り徴収する。

2)幹 部への連絡先は藤野、立川両氏宅ヘ

藤野 TEL(0426)36-4567
FAX(0426)32-7229

立川 概L/F胡(0426)22-9476

3)バ ッジ紛失の方は1ケ¥1,000にて再交付、

新会員は無料交付。

4)本 日配布の名簿は仮のものにつき、訂正点

あれば指摘して下さい、次回正式の名簿を

配布いたします。

5)例 会時の紙バッチは新しいものを次回配布。

6)次 回はエルシィが休みに当たるため8月21日

(木)に 実施します。

7)新 委員による会合をそれぞれ次回役員会の

前迄に実施すること。

8)前 回の例会欠席者の資料は幹事の所に保管し

てあります、該当の方は各自もらって下さい。

7.アンケー トの回収

3.で触れたアンケー トを会終了時に回収した。

尚、議事終了後 新委員による小打合わせが行わ

れ副委員長の選任、会合の日時、場所などの検討

がなされた。

以上をもって例会全て終了した。

亀
禄屯

てt'占
播1捨盟益餐整羅:1     覇
琵
‐…ⅢⅢ…Ⅲドネ

鮒 もヽF費 麓堅襲寵
震    大 野 聖 二     =浮 =I「 距 鷲
比        r ― ― 沼

顕会長言整甲曇予審と習曇141接し、街の西|111史4麗

◎お知らせ

先日の生涯学習サロンの開校式から終業式までをビデオに収録してあります。ご希望のかたは幹事迄お申し

出下さい。貸し出し致します。
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◎8月例会報告

日 時   1∞ 7年8月21日

場 所   エ ルシィ八王子  4F会 議室

出席者  会 員 33名   ビ ジター 八 王子南ロータリークラブ元会長増四氏、目」会長酢屋氏

○議事に先立ち会員の志茂源次氏が8月20日逝去された旨報告がなされ、会員一同黙祷を捧げた。享年64才、

なお、クラブとして生花をお出しする旨報告もなされた。

〔議事〕

1.臨時総会開催

前年度決算、本年度予算承認のための臨時総会が例会に先立って行われる音提案あり、藤野会長を議長として

開催された。

イ)決 算については桂幹事から説明あり、通常経費以外に前年度は学習サロンに関する費用の発生があり、その

分の予測出来ず、予算とは大幅な差が出た旨報告あり、森下監査より資金の動きと決算報告とは全 く一致して

おり相違ない旨の報告がなされ承認された。

口)本 年度の予算については立川幹事より、本予算は既に6月総会に

おいて一度承認されているが、繰 り越し金も確定、又南ロータリー

クラブよりの助成金も同様決定したので、再度予算を上程したい、

なお学習サロンについては特別会計をもって処理したい旨の提案

がなされ承認された。

2.会長挨拶

志茂さんのお悔やみを述べたあと、ご自身の例をひきながら会員一

同呉々も健康に留意し、お元気で社会に貢献して欲しい旨のお話あり。

3,来賓挨拶

南ロータリークラブ増日元会長よリクラブ発足より逐次会員が増加

している事は誠に喜ばしい。今後新会長の元で益 発々展を望みたい。

歌舞伎も役者が変われば芝居も変わる。二代日会長によリー層の

活性化を期待する旨のご挨拶があった。同クラブ副会長酢屋氏より、

映画 「ブラザー ・サン・シスター ・ムーン」の中の歌から 「慰めら

れることよりも、慰めることを、愛されることよりも、愛すること

を ・・・・」の詞をとり上げて、その精神で今後活動して欲しい旨

のお話があった。

4,新入会員紹介

前回都合で出席されなかった新入会員 近 藤泰雲氏 (前号にて略歴

紹介済み)が 今月出席されたので田子委員より紹介があり、ご本人

より挨拶がなされた。

5。各委員会報告

イ)北 原地域奉仕委員長 :先ず学習サロンをよリー層成果あるものと

したい、ついてはそのための委員会を9月4日に行い、早めに準備し、

2月 メドに計画を作成する心算である。

口)加藤研修委員長 :月例会には卓話を実施 (9月米日氏、10月森下氏

の予定)移 動例会は11月に (日光の予定 )、来年は学習サロンヘの

参加を中心に計画する。

ハ)平 原情報委員長 :プロバス便りを一層充実したい、今月より委員

各位より随想などの文章をお願いし、交流の一助としたい。又情報

収集のため例会の際 「情報ボックス」を設ける。先日の学習サロン

アンケー ト結果報告。

ブ下移「F電くr7甲手 ノヽイ
定年退戦後8年、現役

ゆ 加藤 寛

時代 の懐か し

い足い出が よみが えって参 ります。職

場 は運輸省の船舶技術研究/~ tで、船舶

に関す る総合的 な研 究です。仕事 は主

と して研究宣で行 う試験研 究で、実船

に乗船 して行 う実船実験 もあ り様 々な

テーマに取 り組んで参 りま した。行政

機関の研究所の特徴 はその時代 の社会

的二十ズに対応 したテーマが求め られ

る訳で、大学や会社 の研究機関 とは異

な りいろいろな問題 と取 り組み その結

果 を早期 にまとめ る事が望 まれるわけ

です。従いま して、船体タト板の防蝕、

船内排出本の油水分離機の開発、タン

カー喜改による流出油回収対策、 デ ィ
ーゼル ・エ ンジンの代替燃料の研究

等々小規模試験 を含めると手掛けたテ
ーマは数 えきれぬ ものがあ ります。

試験、研究の結果がそのまま実船に

採用 された場合には善びもひとしかで

すが、初期に想定 した結果が得 られず

大変苦労 した思い出 も多 く残っていま

す。そんなヤで今で も暖か しく思い出

させるのが、アメ リカ航路のコンテナ

船による実船実験で太平洋 を横断パナ

マ運河 をわた り大西洋を光ユニューヨ
ーク往復 した体験です。機会があ りま

したら20年前 を、S、りかえってみたい と

おもいます。
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工 )大 高会員委員長 :メ ンバーを逐次増加させたい、当面の目標として50名を考えている、今後新会員は中し

込み後会員委員会審議の上、理事会で承認を得るので日数的に2ヶ月程期FHBを要するのでよろしく。

ホ)松 尾例会委員長 :最近出欠席がキチンと行われていることは喜ばしい、今は事前に連絡をしているが、

出席は会員の義務なのだから、いずれなくして行きたい。

6.幹事報告

イ)志 茂氏の葬儀について詳細に話あり、通夜、葬儀当日は会員の皆様に多数ご参加いただきました。

口)予 算計上の南ロータリークラブよりの助成金、7月23日に会長と共に同クラブに赴き、戴いてきた

旨報告あり。

ハ )八 王子の通信紙 「東京速報」にわがプロバスクラブについて大きな記事が出ているのでコピー配布

の上、その件報告あり。
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◎9月例会報告

日 時   1∞ 7年9月11日

場 所   エ ルシィ八王子  3F会 議笙

出席者  会 真 34名   ビ ジター 八 王子南ロータリークラブ酢屋副会長

〔議事〕

1.会長挨拶

イ)志 茂氏の告別式には会長他出席、遺族より感謝のご挨拶があった旨報告あり。

口)南 ロータリークラブより連絡あり、同クラブよりの助成金を予算では168.000円 としたが、前年通 り

200.側 円に変更するとの由連絡有 り、先日立川幹事参上して差額を追加拝領した旨お話があった。

尚、同差額は予算計上が間に合わないので雑収入として処理することとした。

2.来賓紹介

上記酢屋氏を一同に紹介

3.卓語 「少年院あれこれJ米 田会員

神戸の事件以来特に話題となっている少年院についてその概要、現状などにつき色々とお話がなされた。

少年は可塑性に富み余命も長いことから、対象となる少年に対し保護処分優先とし、健全な社会人として

生きてゆくための生活指導を重視して職業補導などを実施している。全国で54ケ所、収容者数も約3,800名

を現在数えている、等々多くの面から例を引きながら卓話がなされた。

4.委員会報告

イ)研 修委員会 :加藤委員長より今後の各月の実施予定につき説明がなされ、併せて11月実施予定の野外研修

につきアンケー トが実施された。

口)地 域奉仕委員会 :北原委員長より本年度実施予定の学習サロンにつきその実施要項の資料配布の上説明が

なされた。

ハ )情 報委員会 :平原委員長より上記学習サロンにつきそのテーマ、講師、助言者の設定のための参考アンケ

ー トが実施された。

人間処到有青山

私はノ＼工子に生まれ有ったが、学校 を卒業する時が就職難で、何改か自分の選んだ学科に求人が少な

く、たまたま泉京近郊に適当な職がな く、学校の痛めで関西に本社のある兵羽筋績 (株) (現 泉洋筋績

(株)橋 本能太郎首相 も私の2年後に入社)へ 入社する事 となった。関西の人には大変失ネしな言い方だ

が、 当時 としては者卜落ちのせ境 を味わった。以来定年で退職するまで36年間、途ヤで合併、工場閉鎖等

等曲t/ rはあったが、製造現場一筋に働いてきた。海タト勤務2回 ( 9年)を 合めて1 0日の転勤 と2 0口以上に

三る転宅 を重ねて、大々の土地で沢占の人連に巡 り合い、おせ議になり、そして支えられてきた。 その

間の色々な境通においても、いつ も私 を支えてきた好 きな言葉 として、僧清狂の詩がある。

「男子立恙出郷関 学 を無成不死還 埋 骨何期墳墓地 人 間処r l l有者占」

月性が☆に詠んだt境 とは相当に異なっているが、私には青占は勝手にどこにで も有 るのではな く、

自らが自分に相点 しいように努力 して築いて行 くものだと解釈 してきた。だから今まで どこの土地で生

活 しても、その気持 ちを持ちつずけて乗 り逮 えてこられた。

今、早 び定年 を期に終の住処 をノヽ工子に求めて、仕事でのつなが り、今まで築きあtずた交友関係 をも

離れて新 しい生活 を始めた。40年振 りの八王子は改郷 とはいえ往時 とは異な り、まさに一からの出発で

あ り、地域に馴染む事の難 しさを経験 した。幸いに して積極的に地域に参加する意欲 もあ り、転居後の

平い機会に自治谷二役 を経験 した り、 コミュニティ活動、公開講座等に参加 したりして地域に馴染む努

力をつづけた。 また、プロパスクラブには、準備段階から参白 させて頂 き素靖 らしい人違に巡 り谷い、

私にとって新鮮な刺激 となった。 この法に自ら飛び込んでい く事によって、 自分の中にだんだんと青占

が広が りをもって築かれてい くように思われる。

裏面に続 く



5.幹事報告

イ)10月15日 (水 )南 ロータリークラブの会合において菱山恵二郎氏の 「八王子市の草花」の講演があります。
口)先 月の資料、欠席の方は幹事迄取 りに来 られたし、用意してあります。
ハ )今 9月よリエルシーと相談の上、会食の内容につき変化を加えました、各自賞味されたし。

∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ の ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽

◎八王子フィルハーモニー管弦楽団定期公演のお知らせ (第19回)

日 時 / 平 成9年11月9日 開 場1:30pm 開 演2:00pm

会 場 / い ちょうホール 大 ホール

曲 目 / フ ランク 交 響曲二短調

ブルッフ ヴ ァイオリン 協 奏曲  (Vn)西 野優子氏 他

入場料/ 1人  ¥1,000 全 席自由

中込み/ 立 川幹事まで



―
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◎10月例会報告

日 時   1997年 10月9日   12時 30分

場 所   エ ルシィ八王子  3F会 議室

出席者  会 員 35名   ビ ジター 八 王子南ロータリークラブ酢屋副会長

〔議事〕

1,会長挨拶 会 長ご自身の最近のカルチャークラブでの以下の受講内容を紹介された。

①ポピュラー音楽を聞く、他力的行動

②多摩の街道をゆく   白 主的行動

③ワイン講座  出 席者の7害Jが女性であることに驚く

この結果については後日報告するとのお話があった。
2,来賓紹介

上記酢屋氏を一同に紹介

3,新入会員紹介

新たに入会された宮崎浩平氏が全員に紹介された。同氏の略歴以下の通 り

『宮崎浩平』氏  昭 和]_1年8月17日生、八王子市大横町14-20在住

現役時の経歴 日 立クレジット(株 )東 京営業本部、営業部長 ・OA統括部長

現    在  大 横町町会長

得意 な 趣味 バ トミントン

クラブヘの貢献 (推 薦者 ・岩岡茂之氏より)宮 崎家は大横町の旧家として知 られ、浩平氏はそこで

生まれ育った生粋の八王子っ子である。地域への知識が豊富であり、あらゆる部門

で活動出来る要素をお持ちである。

4,卓話 「フイルム製造法J森 下会員

日頃手にし、又目にする 「フイルム」について我々は多くを知らない。40年間フイルム製造に携わって

来た同会員によってフイルムの需要、写真の歴史、フイルムの製造法について図をもって種々解説された。

今後写真、フイルムについて我々の関心は一層深くなると思われる。

避串饉弧醸韻 遡黙 慈蕪隷 慈ぷ 娘鱗 絶 虜翌 黙鵡横隷様難鑑韻鎌難鶏毬轍 車部亜憩ぷ韻慈韻 熱灘熱熱韻、 .

寵醸塞繋襲寵灘轟襲擁糠襲襲蚤   安藤美代子  畳
ョヽタ″

ス V                                                                  穏

いつのことでしたか岳えのLLあいの料手で合事をした時、模た料理をいただきました。その料手ではお料理 翌

をだす時にたずこれはやまめの場虎 きとか、窯の粒子みそ等説明がありました。そのヤで 『ひりゅうずの煮物 墨

でございます』 とがんもどきの煮物が出ました◇大究なつか しい吉苦を開きましてうれ しい思いを致 しまし 墨

景°『後,岳3督計を占3ご魯号ど[岳曇骨官R皆足岳テ?景を怠言:暑!｀
出しました。でも今は『ひりゅうず』

s
それでどうして『がんもどき』が『ひりゅうず』かと大変果本がありまして調べてみました。それは『がんもどき
き』を油で揚げる時はねて屯の頭のようになるので 『飛竜頭』になったそうです。昔の人の発想の豊かさと  巡

討

ユウモアに拍手です。                                        革 荘

もうひとつ料理に兆晏な『だし』をみますと普通は見布、かつおャSSし、にばし、 しいたけなどを志てうまみを

出した虫し汁の事。内にあるものを外に移動させ乳れるようにすること。 『だし』が出すのは内にある 『うま

み』というわけだそうです。                           台 所にて

釜
課

韓

慈

裏面に続 く



5,幹事報告

イ)最 近物故会員などあったが現会員の総数は42名である。
口)郵 政省サービスの一環として今度中高年向けパソコン教笙 (八王子シエアネットクラブ)を 一週

間一回11月初旬より開講する事となった。日程は確定次第連絡するが当クラブ会員を先ず推だす

るので参加を期待したい旨大野会員ともどもお話があった。

(本教笙はその後11月5日より発足し、プロバス会より14名の入会があった。 )

ハ )ロ ータリークラブ会報 「ロータリーの友」に当方の学習サロンが掲載された。同会報はロータリ
ークラブの精神を反映したもので、一読の価値がある。購入希望の方は随時幹事宛申し込み下さい。

購読料は1カ月300円年間3,600円です。

二)11月 の移動例会は例会なのでやりくりをつけて成る可く参加する様に要請があった。
6,各委員会報告

イ)研 修委員会 :加藤委員長より前回の移動例会のアンケー トについて話あり、大半が一 ロコースを

希望なので11月13日のみ終 日で行うこととする。又出欠報告のハガキの結果は出席25名、保留5名

欠席2名ということであった。内容については野口副会長制作になる資料配付の上、訪問先予定、

時間など説明があった。

口)地 域奉仕委員会 t北原委員長より先日配布のアンケー トをもとに目下計画を作成中であり、その

大要が出来次第報告するとの由。

ハ )会 員委員会 :大高委員長より新入会員入会についての手続につき説明あり、多 くの方のクラブ参

加を計る様に会員諸氏のご勧誘をお願いしたい旨要望あり。
二)例 会委員会 :松尾委員長よりいずれ (2月頃か)例会出席案内をやめることとするが、それまでの

間の連絡網、もう一度配布する旨、又欠席の際は必ず例会委員会まで通知するよう要望あり。

以上



編集 ,発行 :情報委員会

1 9 9 7 .  1 2 .  1 1東京八王子プロ′ヽスクラブ

◎11月移動例会報告

日 時   1997年 11月13日 午 前7時出発 午 後7時解散

場 所   日 光東照宮

出席者  会 員 23名

〔議事及び旅程 〕

生憎当日は午前中雨であったが、午後止む。

全員バスに乗 り予定通 り駅前を出発した。

○議事 (バスの中で)

1,会長挨拶

2,幹事挨拶及び報告

イ)南 ロータリークラブで11月26日夜、夜間例会卓話として安達瞳子氏をお迎えして開催するので参加

を希望する向きは是非出席して欲しい旨の要請があった。当日は例会として実施するので、その見学

にもなるので良いチャンスになると思われる。 (当日、当クラブより11名出席、安達氏の講話は

「一輪の花、きのう、きょう、あした」と題しビデオを交えての大変面白く、また質の高いお話で

あった)                             タ

ロ)こ の度各会員用にエルシィに書類用ロッカーを設置した。会員出席の場合には、各自ロッカーより

自分の資料を出して参考にしていただきたいし、前回欠席の場合は前回分もそこに格納しておく。

3.委員会報告

地域奉仕委員会 :北原委員長より学習サロンについて、その準備状況の報告あり、講演のための講師、

セミナーのための助言者及びそのテーマについて11月中に概要を設定したい旨の話があった。

研修委員会 :加藤委員長より本日の予定などについて説明があった。

4.野口副会長による本日の移動例会に関する講話

同副会長より自らこの日のために作成された小冊子を以て主として次の点につきお話がなされた。

イ)東 照宮のなりたちについて

口)日 光への遷宮の経緯及びその実行

ハ )各 将軍家 と日光

二)日 光の文化財

ホ)日 光と八王子との関係 (千人同心を中心に)

へ )日 光と成辰戦争 (     ″     )

|‐欝
裏面に続 く



①日光束照宮見学

午前は美術館見学、社務所で日本画家大家の各種名画を集蔵、参集殿にて昼食後、東照宮の

各建物の見学及び礼拝を行った。いずれの場合も同宮の神官諸氏にご案内戴いた。

帰 りは皆でカラオケを楽しみつつ家路についた。

ご注意

1月の例会の際に年会書半年分¥186醐 を徴取いた1フますので、ご用責務お廟いぃた1夕ますハ

編集担当より

本号にて今年は終わります。情報をお寄せ戴いた方々、随筆を寄稿された方々大変有り難う

ございました。

来年もよろしくご協力下さいますようお願いいたします。

午ゆくや 好 かイ( て白さ 上 の推イ(

野軽覇1越解塾課軍響|
立サ| 1冨美代

八王子 フ ィルハーモニー管弦楽回は1 4年前に、市民のオーケス トラを作 ろ うと言 う入違が数人集

ま り始 ま りま した。私はf p Tも楽器が出来ないのにマネー ジだけ して欲 しい とたのまれま して係わ っ

たのが、八工子 フ ィル との始 ま りで、以来いっ しょに歩んで きま した。早 く大 き く、 う ま くなって

ほ しい とまるで子供 を有てる思いです。

今年奉後援会の人豊か ら誌が出ま して
“
ドイツアマオケと交流演奏会 をやろ う

"と
い うことにな

りま しンた。音楽の交流 をして、遠い将来に八王子の若いひとたちが ドイッ と交流が持て るよ うな校

になればいい とい うのが大 きな目的です。何故か トン トンと議 は進み、8月に ドイツアマオケ

協会会長 ヨンラー ジ氏が来工、候補楽回 を推 痛 して頂 きま した。条件は4つ、 フル編成のアマチュア

オケ、八工子 と同 じ繊維工業者ド市、学園都市、将来市 として友好関係が もてる、 と その条件 にあ う

楽団であることで した。推痛頂いたのが、来 ドイツ ・ケムニツ ッ市 (陶務で有名なマイセ ンの隣)

西 ドイツク レーフ ェル ト (編織物の産地)、 ヴ /パ タール市 (アス ピリンのパ イエル社 のあ る)の

3市5楽団で した。泉 ドイツ `ケ ムニ ッツは復梁 とい う言葉が ぴった りす る位、統合前の傷跡 がた く

さん残 ってお ります。 ただ立 ち直る姿 も力強 く古きまさ ドイツを残すために一生懸命です。ノヽ工子

市長 のメ ッセー ジを持参 してケムニ ッツ市長 に表軟訪 間をしたのですが、市庁舎で楽固 とラ ッパの

ファンファニ レで出型 えられ、 シャンパ ンで歓型 レセ プション、 その うえザクセ ン川1のニ ュTス 春

組に出演 した り、新聞に写真入 りで大 き くでた り、私の生涯のなかで思いがけない出来事にな りま

した。6 0 0年もの古い市庁合 も殆 どが破壌 されたのですが、 そっ くり復元 してあ りま した。 どの市に

行 きま して も立派 なオペ ラハ ウスがあ り、子供違が大勢楽 しんでい ま した。繊維美術館 もどの市に

もあ り3 0 0年前の 日本の織物が長示 してあ りま した。伝統 を大切に してい る ドイツ気質がよ くわか り

ま した。音楽文化は (特にアマオケ)は やは り宗教音楽に支えられています。教会での合喝や、 ミ

サの音楽に始 ま り教谷 での演奏谷等、宗教 とは切 り次せないよ うです。5つの楽団 もそれぞれ特徴 七

あ ります し、音楽性の高低 もまちまちで したが、市 をあげて取 り組んで くれま した。 (ザクセ ン管

弦楽団ケムニ ッツ)に 決定いた しま した。 (音楽的には もっと高い ところ もあ りま したが)。

どの楽回の人違 もきさ くで、分 か りやすい英語で話 しかけて くれた り、家に守 んで くれた り大変

フ レン ドリーです。 しか し彼 らの 胃袋にはち ょっとばか り対点 に困 りま した。 なに しろ貧ぺ、欲

み、半端 でない量で、今回の旅は胃袋の戦いであった様 に思 えます。2年後の9月、 3 0その ドイツの

楽団 をお型 え します。演 秦会 だけでな く1 0日間の生活 も面倒 をみることにな ります。 プロバ スクラ

ブの皆様 に もS O Sを出 t′てお手伝 い をお願 いす ることが出るか もしれません。 その折 りには是非おカ

を貸 して ください。楽 しい 日独大合同演秦会に したい と巡 ってお ります。 お楽 しみに。
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東京八王子プロバスクラブ

◎12月例会報告

日 時   1997年 12月11日

場 所   エ ルシー 3F会 議室

出席者  会 員 43名   来 賓 増 田 信  南 ロータリークラブ元会長

○議事

1.会長挨拶

本日新たに多くの新入会員を迎えることは大変喜ばしい。幹事より配布された日本のプロバスクラブの
一覧を見ると、当クラブが日本で最も多くの会員を擁する訳で、これから益 我々がクラブが発展するこ

ととなろう。学習サロンの方も準備が逐次進行中であり、会員一国の一層の活躍を期待したい。

2,来賓紹介

南ロータリークラブ増田元会長が来賓として紹介された。

3,幹事報告

イ)こ の度5名の会員が入会され本日ご出席の4名の方を後ほどご紹介する。これで会員数は48名となったと
口)先 月ご紹介した南ロータリークラブの例会卓話 (安達瞳子の 卜輔の私 きのう、きょう、あした」)

には11名の当クラブ会員が出席された。大変良いお話であつた、今後もこの様な会の際には、是非

出席される様お願いしたい。

ハ)入 会の手続きについては出来るだけ早く処理する様に新たに改めた。

二)1月 は例年の様に、新年懇親会を兼ねて8日の午後5時より富士森会館にて実施する。ついては本日

出欠の是非及び会費について帰りに手続願いたい。

ホ)別 に 「日本におけるプロバスクラブー覧」を配布した。会長が言われた様に我が国最大の会員数

となったことは大変喜ばしい。

へ)季 刊誌 「One twoえいと」を紹介、八王子について色々なことが掲載されていて大変楽しい。

申込みは幹事まで。

4,新入会員紹介

「吉田信夫」氏  昭 和12年9月6日生  大 野聖二会員紹介

八王子市めじろ台2-17-10(電 )63-4672

現役時代の略歴 :(株 )東 芝 医 用機器事業部勤務

得意な技能、趣味 :ワープロ、油絵、囲碁、ジョギング

「鈴木昭一」氏  昭 和2年1月2日生   大 野聖二会員紹介

八王子市横山町2-5     (電 )25-1118

現役時代の略歴

得意な技能

「野田勝久」氏  大 正11年9月24日

八王子市台町2-

現役時代の略歴

趣    味

(社 )日 本生活科学研究所 京 洗会常務理事

横山町々会長

衣類のシミ抜き

生  増 田 信   南 ロータリー会員紹介

13-16   (電 )25-拠 拠

日本セメント常務、アサノパーライ ト社長

弓道、囲碁、ゴルフ

「須藤英雄」氏  昭 和8年2月24日生  北 原満夫会員紹介

八王子市子安町3-23-17  (電 )46-8640

現役時代の略歴 : 旧 国鉄にて鉄道に関する総務、営業、経理、資材など各業務

を経験。特に八王子駅ビルの建設に従事、その後駅ビル管理会社

の監査役を担当。

裏面につづく



5,卓話 「陸軍幼年学校について」 石 井 充 会員

終戦前わずかな期間、わが八王子に存在した東京陸軍幼年学校について、そのそもそもの始め (明治3年 )

から終戦によって廃校となる迄の間、時代の流れの中でどに様な変化をとげて来たかについて説明され

たもの、そしてこの幼年学校も時代の枠外では決してあり得ず、経済、国の動向の中である時は縮小され

又ある時は拡大され最後に廃校という運命をたどった。しかしその中の教育の実体は決して頑固な軍国

主義的ではなく、むしろ リベラルな風潮があったとはまことに意外なことであった。この様な学校が

八王子にあったとは今から思えば夢の様な事である。

6, 委 員会報告

イ,研修委員会

口,情報委員会

ハ,会員委員会

二,例会委員会

ホ,地域奉仕委員会

松井須磨子は歌がうまかったか

加藤委員長より先日の移動例会についてその結果と会計報告がなされた。

平原委員長よリプロバスだよりについて協力依頼があった。

大高委員長より入会手続について期間短縮のため手続変更の報告がなされフた。

松尾委員長より書類入れロッカー新設のことと新年懇親会につき説明がなされた。

北原委員長より学習サヨンの計画及び各委員会毎の担当業務について説明がなされた。
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◎1月例会報告

日 時   1998年 1月8日

場 所   富 士森会館 出 席者 会 員 41名

○議事

1.会長挨拶

今年は不景気な年となろうが今 こそ明るい将来をめざして生きて行こう。あのバブルの時代浮かれて

いない人はそうはいなかった。今はその反対の時代、明るく楽 しく自信をもって行動 し、我々の

プロバスクラブを更に発展させよう。

2.委員会報告

イ.情報委員会 :学 習サロンについて市教育委員会の後援をいただいたこと、市の広報掲載 (2/1号 )

ショッパー掲載 (1/23号 )及 び読売、朝 日に掲載依頼したこと (読売1/15号 )等 報告。

口.会員委員会 :新 入会員入会について手続を改め、従来より早 く処理 したいので推薦書を例会時に

提出されたいとの報告。

ハ.研修委員会 :学習サロンのセミナー司会について別に配布した表の通 り決定したいので意見のある

方は寄せられたい旨報告。

二.例会委員会 :例会出席につき改めて本年3月より、その出欠の例会各委員よりの事前問い合わせを

控えることとするので、それ以降各会員諸氏は責任をもって各自連絡願いたい旨お願いする。

ホ.地域奉仕委員会 :学習サロンのためのプログラムが完成したので会員諸氏にも配布し又前回出席者

にも送る又次の点留意ありたし。

1)ロ コミでの会貞募集よろしく、その際住所、氏名それに入会金の受領が望ましい。

2)助 言者、Hl会者の日程確保を願いたい。

3)セ ミナーの中味の要約したものを来月の例会の際、加藤委員長にお渡し下さい。

4)次 回に各委員会メンバーの役割分担について発表する。

3.幹事報告

イ。この寒さ故、具合の悪い方が居られる様で健康には呉々も各自ご留意下さい。

口。本日は南ロータリークラブは役員会で来賓出席不可能故よろしくとの連絡ありし由。

ハ.本日は半年分の会費徴収 日につき各自入金方お願いしたい。

以上の各報告のあと新年会に移った。新年会は大野前会長の 「編されても怒れない手品」の実演 と

ビンゴゲームで盛 り上がり、終了後折からの雪の中を各自家路についた。

★映画上映のご案内

題名

日時

場所

主催

料金

『地球交響曲 (ガイヤ ・シンフォニー)第 2番』

3月14日 (土 )午後1時半開場

いちょうホール イ ホヽール

市教育委員会

入場無料

地球 と人間とのかかわりを考えるタイム リーな映画で大変美 しい画像に感動いたします。地球 を

とりまく宇宙、海、野山、そして宗教を越えた神 と人とのかかわりの四つのテーマをオムニバス

にしたすば らしい映画です。お時間のある方は是非一見を !           裏
面に続 く



昨今の投手事情
”
石 岡 茂 之

今年 もスキャンプが始 ま り、野球の季節が近づいています。過去 に於 ける野球界の傾向は、

精神面 を重視 し、技術、体力にカロえて、気力によるプ レーが要求されてきました。その代表崎な

17 1 1が投手に関 してみれば、早慶戦での早大安藤投手の4連投、 日本 シリーズでの西鉄稲尾投手、

南海杉浦投手の3～4連投などで、いづれもチームは優勝 しました。最近の野球は近代的、合理化

が進み、特に投手は先発、ヤ継ざ、紳えとその分担が明確化 し何入かが登板する式合が多くなり、

一人で死投する夕1は、極端に少な くなって来ています。

プロの審判員だったH氏は、 「者の投手 と比較 して、投手の技術は進歩するより退歩 している

のではないか ?、 その炉Jは、四球t t Pし出 しの数が多くなった点で過去には見られなかった現象で

ある。現役 当時、球審 を勤めて、満量になった時の安長惑は昔には経験 しなかったものだ。」 と

語っています。

夕1の少なかった 「t t Pし出 し」の増加は試合数の増カロ、打撃技術の向上などの理由も考 えられま

すが、合理化による分業化が投手の技術 とt理 にどんな影響 を及ぼ しているかが間題点で、一枕

に結論は出せませんが、今後の成 り行 きを注目したい と思います。
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◎2月例会報告

日 時   1998年 2月12日

場 所   エ ルシィ3F会 議室

出席者  会 真 拠 名 来 賓 酢 屋南ロータリークラブ副会長

○議事

1.会長挨拶

寒い日が続きますがいよいよ来月より本クラブ最大の行事である生涯学習サロンが始まります、本日は

その議題を中心に議事を進めてゆくので、どうぞ宜しくご協力下さい。

2.酢屋来賓御挨拶

節分も終わり、いよいよ春、皆楽しく日を送 りましょう。映画評論家の長老、淀川長治氏曰く 「明るく、

楽しく、美しく」そして 「他人歓迎、苦労来い来い」と、その心掛けで日を過ごそうではありませんか。

3.新入会貞紹介

『石出雅巴』氏  昭 和6年11月11日生  大 野聖二会員紹介

相模原市東林間62116(電 )0427-43-8833

現役時代の略歴 :産婦人科医師、八王子保健所々長

現在 :医療法人 社団光生会老人保健施設ハー トランドぐらんぱ ぐらんま施設長他

趣味 :音楽 (オペラ、バレー)映 画、演劇鑑賞、合唱

4.幹事報告

イ.南ロータ リークラブにて平原会員が卓話を行った旨報告、大変評判が良かったので今後は順次

本クラブ会員の出席が要請 されるかも知れません、その節はよろしくお願いしたい。

口.福岡のロータリークラブ (宗像 )よ り同地においてもプロバスクラブを作 りたいので、そのための

協力要請があり、出来るだけ協力することとしたい。

ハ.市教育委員会主催の映画会 「地球交響曲」について都合のつく方は出席されてはとのお誘い。

(先月 「プロバスだより」既報、3月14日 p皿 1:30～  い ちょうホール、小ホールにて)

5.各委員長報告

情  報

例  会

研  修

地域奉仕

学習サロンについての掲載紙、実施報告

例会の事前出席確認、来月より各自白主的に出欠報告されたい旨要請

学習サロン、セ ミナーの内容、開講式迄にまとめる旨報告

学習サロンについて、現在迄の申込者は踊名、又開講式、野外セミナーなどにつきその手順を

説明。全会一致して実施するために会員各位みんなが協力して盛り上げてもらいたい要望あり。

6.閉会の辞

立川幹事より学習サロンも始まること故、皆さんも風邪を引かない様に元気でお過ごし下さい

との挨拶あり。

◇◇◇

☆コンサートのお知らせ

「モーツア

出 演

指 揮

日 時

場 所

入場料

曲 目

交響曲第35番 「ハフナー」

歌劇 「魔笛」序曲

ル ト・レクィエム演奏会」

八王子フィルハーモニー管弦楽団、合唱団

(S)日中三佐代  (A)阪 日直子  (T)経 種康彦  (B)泉  良 平

寺島康朗

4月19日 1:抑 pm開場  2:00pm開 演

八王子市民会館ホール

1,000円(全席自由)

W.A.モーツアル ト「レクィエム」

裏面に続 く
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会津八―の日記より
石井  充

「諸 氏の見舞品、手拭、単衣、茶、 タオル、石鹸、忽、朝鮮人参、方年筆

茶抗、皿、 「唐詩三百首」紙、封筒、切手貼 りたるハガキ、現、昼、盆、

スプー ン、ま箱、 シャモ ジ、 ノー ト、 インク、塵紙、りP一個、パ インア ップ

ル」 とあ ります。判 じ物のようですが、高名な学者であ り歌人で もあった会

津八一の 日記の一節です。昭本口2 0年4月1 3日深 兎、彼はB 2 9の空喪 によ り罷災

しま した。 日記 には 「殆 ど一物 を留めず」 とあ ります。翌1 4日駈 けつけた、

矢口人、弟子の見舞品が以上で全部で した。次の 日には、午乳、靴昼まで登場

しますが、 当時の 日本人の苛烈な日常生活が読み取れると思います。

それに して も、窓、りP一個、 シャモ ジ、が人事見舞の品 として記録 され、

『切手貝とりたるハガキ』 も有 り難い頂戴物だった、あの1 9 4 5年とは、

一体 どうい う時代 だったので しょう。戦ヤ 日記 にも、いろいろあ り、 それぞ

れが書 き手のl l■格 を表 して興味浮 々ですが、 このあと8月1 5日終戦の日の

会洋八―の記述は、 どう読 むべ きで しょう。

「盆の酒 さらに一合配給 を文 く。二級酒な り。

は一語 もないのです。巡 しみの余 りの浜 さを、

かったので しょうか。

」 とあるのみで、敗戦の こと

彼 は筆にす る事す ら出来な

キ年は高松宮日記 も刊行 され、私の日記狂いも、まだしばらくは続きそうで

す。          !
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◎3月例会報告

日 時   1998年 3月12日

場 所   エ ルシィ3F会 議室

出席者  会 員 41名  来 賓 酢 屋南ロータリークラブ副会長

○議事

1,会長挨拶

最近暗い話題が多いが、同時にパラリンピックでの実績など明るい話も多い。出来るだけ明るい面を見
て元気で時を過 ごしましょう。

2,来賓紹介

3.幹事報告

イ.いよいよ本日より生涯学習サロンが始まる。既に56名の方の参加も決まったし又野外セ ミナーも80名
の方々が参加の予定である。皆一致協力してサロンが成功する様に努力して頂きたい。

口。前号でお知 らせの様に八王子フィル管弦楽団と合唱団による 「モーツアル ト・レクィエム ・コンサー ト」
が4月19日市民会館にて開かれる。地元のオケ,コーラスによる公演なので出来るだけ多くの方のお出か

けをお願いしたい。希望者は幹事までどうぞ。

4.委員会報告

研  修 :5月の例会は野外セ ミナーを以て代えることとする。

尚その会費は次回セミナーの節¥3,000を 徴収します。

地域奉仕 :「セミナー参加者 リス ト」を配布したので、各人はこれに沿って行動して欲しい。尚 「知 られ

ざるスイス」 「古賀政男と服部良一」はサロン出席者の参加希望が多いため会員希望者は他の

セ ミナーヘ割 りふった。両講座についてはいずれ卓話でカバーする予定。

例会終了後学習サロンの第一 日目に移った。

た。 この2回の合喝は、そのコンサー トのために募集 した合唱回で、 ヨンサー トが終わると解散 し

て しまった。折角見つけた合唱の楽 しみがこれで終わって しまうのは残念で、 これからも合唱 を

続けるには、 自分で始めなければと思い、 「第九」の時に知 り合った4 t間を誘ぃ男性 コーラスを

結成 した。たまたま7人集まったので七つ星に因んで 「ョール ・プ レアデス」 (昴の学名)と 名付

けて現在も続けている。 次 頁 に続 く



平成4年に、八工子フ ィルハーモニー管弦楽団が来京電力 (株)・ 多摩支店の後援で 「I[ P C O市民

の第九ヨンサー ト」 を行 うことになり、合唱のメンパーを募集することになった。 「歌の輸」の

時にお世話になった管弦楽国の (改)石 井回長から合唱国 を作 るので手伝 って欲 しぃとのお誌が

あ り、団員は一般市民から公崇 し、立川団長のもと、私が事務局を担 当しプ レアデスのメンバー

が重甘委員となって発足 したのが八工子フィルハーモニー合唱回である。

昨年4月に合唱団el l立5周年 を迎えたのを機に、管弦楽団から 「モーツアル トの レクイエム」 をや

ってみようとの要請があ り、合唱団として、またモーツアル トの作品 としても難曲ヤの難曲と言

われている 「レクイエム」 をアマチュアの合唱団が挑戦することになった。焦習を始めてみてそ

の難 しさを痛感 し、一時はものになるのかとミ配 もしたが焦習に焦習を重ね、最近になってやっ

と 「レクイエム」 らしくなって来た。だが、 この十年間は私にとってなんとも苦 しい十年だった。

そしていよいま4月1 9日 (日)に 本番を迎 えようとしている。なんとか無事に終わって欲 しいと

願 うばか りだ。

また、国員12 0名の組織を運営 していくことはとても難しい。会社ならば立て分けがはっきり

しているので上司の令今として統率がとれるが、合唱国のような連味の組織では全員が横―ブtの

立場にあるので、なにかと問題が多くて大交だ。音楽とは読んで子の通り 「音を楽 しむ」と言わ

れている。全 くその通 りだと私も思っている。勿論楽 しみも沢占あるが、むしろ苦 しみの方が多

く今の私には 「音を苦 しむ」でいるのが現状のようだ。 しかし、苦 しみながらも一つのイベント

が無事に終わった時の感激は何とも言えない素靖らしいもので、その喜びが長い間の苦 しみを一

合 瞬
に して楽 しさに変 えて くれるか ら不思議 だ。 そ して、 この不足議 な瞬間が忘れず に もう6年 も

―
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◎4月例会報告

日 時   199開 酔月9日

場 所   エ ルシィ3F会議室

出席者  会 員 41名  来 賓 酢 屋南ロータリークラブ副会長

○議事

1.会長挨拶

気候不順の上に政治経済共に色々と問題が続いている。その中で経済の言葉として 「真水」ということが

よく言われる。実質上の経済的寄与を意味する言葉だが、これから念々後半に入るわが学習サロンについ

ては、我々皆が 「真水」となつて有終の美を飾ろうではないか、会員
一同の一

層のご努力を期待したい

2.来賓紹介

3.幹事報告

イ.学習サロンの行事の一つである野外セミナーの富士美術館訪間については村内美術館 と同様、同館の

ご協力で地域サービスの一環として無料となることが決定した。会員の皆さんのご協力で実 り多い野外

セミナーとしたい。

口.6月で今年度も終了するが、本年も6月例会は夜間の会合とすべく準備する予定である。

4,各委員会報告

地域奉仕 :学習サロンはあと2回で今 日から後半戦に入る。最後の野外セミナーは従来の計画を都合により

変更し、村内 (含食事)～ 富士～子供科学館の行程 となる。

今後会員諸氏の一
層のご協力をお願いしたい。

5。その他

配布された先年発刊の飯田賢
一

氏著 「人王子技術文化ノー ト」について大野 (聖)会 員より紹介がなさ

れた。なかなか良くまとまった本であり希望の方には2割引きでおわけするとのことなので御紹介を願い

たい旨要望がなされた。

◎毎月の例会について無断欠席は減つているが、今後共各位は欠席の際はその週の火曜 日までにご自身の

責任で松尾例会委員長迄 (te1/faxo426-22-1069)ご 連絡下さい。

◇◇◇

★ヨンサー トのお知らせ

「田中三佐代ノプラノ ・リサイタル」

田中さんの略歴 :人王子生まれで市在住、東京芸大大学院オペラ科修了

東京文化会館公演の 「ワルキューレ」で二期会デビュー。同会館での 「第9」の

ソプラノ・ノロ、プラハでのドボルザーク 「テ ・デウム」のソプラノ・ノロなど

目下気鋭のソプラノとして活躍中。先日の人王子フィル合唱団の 「モーツアル ト・

レクイエム演奏会」でもノプラノ・ノロとして出演。

裏面に続 く



日 時

場 所

曲 目

伴 奏

友情出演

入場料 :

お申し込

6月25日 (木)午 後7時開演

いちょうホール 1/Jホヽール)

日本歌出 (椰子の実他)、 オペラ ・アジア (「或る情れた日に」

モーツアル ト 「フィガロの結婚」ハイライ ト

出岸茂人

:宮本益光 (バツトン)、 林満理子 (ノプラノ)

¥2、 側

みは立川幹事までどうぞ

他 )
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きる山の可愛いい住人たち 綱 に乾杯
松尾 信 一

郎

朝 9時、客の居ない動物園の動物 たちはす こ、Sやる機嫌 が 良い。特 に 日本 ざるはお互いに 「毛ず くろい」

(のみ取 りと言われてい るが、実は彼 等の コ ミュニケー ションの方法)を し平わな時間 を過 ご して居 る。 お

はよ う !勝 手 に声 をかけて私の一 日が始 まる。 多様動物公 園で こんな ことを始 めて もう10年近 くなるだろ う

か、 なぜ だろ う? 時 に 自間自答す ることもある。 なぜ一 日見ていて も飽 きないのだろ う? 来 園者 も同 じ

気持 ちと見 えて滞在の時間は驚 くほど長い。それは彼等の生活が驚 くはど人間の生活に近いか らに違いない。

日本ざるは、元未群れて生活 している動物だが、自我はた較的はっきりしている、それがなんらかのメリッ

トの為に共同生活を続ける、そこに繰 り広げられる社会生活、例 えば お 互いの分 を守 り、いかに争い を避け

平れに幕 らすために努力 しているか、人間生活の縮図をみているようだ、それが人 をラ|き付けるのかもしれな

い。動物は群れていると暗黙の うちに固体間の優劣が生 じる。そしてお互いに頼 り頼られる関係 を作 り平オロを

維持 しているようだ。昔、余りにも整然とした
“
さる社会

"を
見た学者が、 これは人間社会 と同 じように、さ

る社会にもそれぞれに役喜」があり、それを果たすことによって社会が構成され、その頂点に立つ大きな
“
維ざ

る
"を

ボスと守び、他の群れはその支配下にあると言 う解水 を下 したことがある、今はだれもそうは言わな

い。動物園でも大きな
“
推 ざる

"が
他 を支配する光景を鬼たことはない。周囲に争いが生 じた時など、 自分よ

り大きな さ る を 頼 り、当てにする光景は見ることはあるが、 これはあくまでも自分の意思であって強制さ

れるものではない。その証拠に、争いが終わ り件 良し同とが毛ず くろいを始めた時、用事の終わった
“
雄 ざ

る
"が

ぼつんと一人取 り残 され、所在無げに座っている光景は、まさに 「亭主元気で留守が良い」だ。怒 りも

せず じっと耐 えている姿は世のお父さんの共感を守、Stには十分すぎる光景だ。 これも母系社会のなせる結果だ

ろう ! い ずれにしても、彼等は自我を人事に、始要なときにはお互いに頼 り頼 られ、なるべ く楽をし、平希

を愛 し、平穏 を頼って暮らす動物だとすれば、 これもス人間そっくり、欲望 を持つ人間の方が少 し悪るかな、

そんな想像 をしながら さ る 連 を見ていれば一 日は短い。そろそろ風 も冷たくなって来たのでラ|き上げの時

間も間近のようだ、正直のところ、 さる の 気持ちは さ る で なければ解 らない そ れが10年近 くも動物園

に通わせる理由かな、そんなことを考えるこの項である。



日 時

場 所

曲 目

伴 奏

友情出演 :宮本益光 (バリトン)、 林満理子 (ノプラノ)

入場料 :¥2、 側

お申し込みは立川幹事までどうぞ

6月25日 (本)午 後7時開演

いちょうホール 1/1ホヽール)

日本歌曲 (郁子の実他)、 オペラ ・アリア (「或る晴れた日に」

モーツアル ト 「フィガロの結婚」ハイライ ト
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きる山の可愛いい住人たち 緑 に乾杯

松尾 信 一部

親 9時、容の居ない動物 園の動物 たちはす こぶ る機嫌 が 良い。特 に日本 ざるはか互いに 「毛ず くろい」

(のみ取 りと言われてい るが、実は彼等のコ ミュニケー ションの方法 )を し平弁口な時間 を過 ご して居 る。 お

はよ う !勝 手 に声 をかけて私の一 日が始 まる。 多摩動物公 園で こんな ことを始 めて もう10年近 くなるだろ う

か、なぜ だろ う? 時 に 自間自答す ることもある。 なぜ一 日見 ていて も飽 きないのだろ う? 来 園者 も同 じ

気持 ちと見 えて滞在の時間は驚 くほ ど長い。 それは彼等の生活が驚 くはど人間の生活に近いか らに違いない。

日本ざるは、元未群れて生活 している動物だが、自我は比較的はっきりしている、それがなんらかのメリッ

トの為に共同生活を続ける、そこに繰 り広げられる社会生活、例 えば か 互いの分 を守 り、いかに争い を避け

平オヨに暮らすために努力 しているか、人間生活の縮図をみているようだ、それが人 をラ|さ付けるのかもしれな

い。動物は群れていると暗黙のうちに回体間の優劣が生 じる。そしてお互いに頼 り頼られる関係 を作 り平れを

維持 しているようだ。昔、余りにも整然とした
“
さる社会

'を
見た学者が、 これは人間社会 と同 じように、 さ

る社会にもそれぞれに役害Jがあり、それを呆たすことによって社会が構成され、その預点に立つ大きな
“
維ざ

る
"を

ボスと守び、他の群れはその支配下にあると言 う解来 を下 したことがある、今はだれもそうは言わな

い。動物園で も大きな
い
雄 ざる

"が
他 を支配する光景を見たことはない。周囲に争いが生 じた時など、 自分ま

り大きな さ る を 頼 り、当てにする光景は見ることはあるが、 これはあ くまでも自分の意思であって強制 さ

れるものではない。 その証拠に、争いが終わ り仲 良し同士が毛ず くろいを始めた時、月事の終わった
“
准 ざ

る
'が

ぼつんと一人取 り残 され、P~/ r在無げに座っている光景は、まさに 「亭主元気で留守が良い」だ。怒 りも

せず じっと耐 えている姿は世のお父さんの共惑を守.Stには十分すぎる光景だ。 これも母系社会のなせる結果だ

ろう 1 い ずれにしても、彼等は自我を人事に、始要なときにはお互いに頼 り頼 られ、なるべ く楽をし、平れ

を愛 し、平穏 を頼って暮らす動物だとすれば、 これもス人間そっくり、欲望 を持つ人間の方が少 し悪るかな、

そんな巡像をしながら さ る 違 を見ていれば一 日は短い。そろそろ風 も冷たくなって来たのでラlさ上げの時

間 も間近のようだ、正直のところ、 さる の 気持ちは さ る で なければ解らない そ れが10年近 くも動物園

に通わせ る理由かな、そんなことを考えるこの項である。




